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安全上のご注意

も

安全のために次のことは必す守つて下さい

本書は汎用プログラマブルコントローラPROSEC TlS(以 降TlSと 称す)の 通信機能の仕様、取
扱いや注意事項について説明しています。
TlSを 安bし て使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必す本書と関連取扱説明書を熟
読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟してから正じ<使用して下さい。

【警告マークにつしヽて】         )

本書では、安全事項ランクを 「危険」 「注意」に区局」してあります。

◇危険

△ 注意

なお、注 意 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく司能性があります。いすれ
も重要な内容を記載していますので必す守って下さい。

取扱しヽを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可
能性が想定される場合。

取扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受け
る司能性が想定される場合、および物的損害の発生が想定される場合。

注意

安全のため、TlSを お使しヽいただく前に、局」冊の 「T1/TlS製 品説明書」に記載している
安全上のめ 済 勧 す熟読して下さい

取扱説明書中に記載のサンプルプログラムは、お客様にて動作確認を行つた後使用して下さい。
誤動作による事故を防ぐために運用前に十劣確認を行って下さしヽ。

通信用ケーブルの接続は正しく接続して下さい。接続が誤つてしヽる場合機械の破損や事故が起こ
る恐れがあります。
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本文中での使用マークについて

【本文中でのマークについて】
次に示すワクは本書の中で必す読んでいただきたい箇所についています。

TlSの 通信機能の取扱いや操作力法などで特に留意していただきたいことが書かれています。必すお

読み下さい。



はじめに

は じめに

本書はPROSEC TlSの プログラマポートとRS485リ ンクポート(以降 リンクポートと
称す)に つしヽて、その概要および操作方法につしヽて説明したものです。
通信機能をご利用の際は本書をよくお読みの上、正しくご使用下さしヽ。
なお、本取扱説明書のほかに、以下の説明書が準備されてしヽますので、あわせてお読み下さしヽ。

説明書体系

TlSの 説明書として以下の種類の説明書を準備してしヽます。

T1/TlS製 品説明 (UM―TS01*料一J001)
Tlと TlSの 基本的ハードウェアについて構成、仕様、取り付け、配線力法、保守保
全方法が説明されています。
またこれらが持つている機能と使用方法、ユーザプログラムの作成に必要な情報につしヽ
て説明されてしヽます。

Tlオ プション説明書 (UM一TS01*ネ率一J002)

T1/TlSに 使用するオプションカード、TOSLINE一 F10、 入出力拡3長方
法について説明しています。

また、Tlの コンピュータリンク機能|とついても説明しています。

Tシ リーズ命令語説明書 (UM―TS03*料一J004)
Tシ リーズがサポートするプログラム言語につしヽて、各命令語の仕様詳細が説明されて
います。

Tシ リーズプログラマ操作説明書 一 入門編 (UM―TS03ホ料一J006)
プログラマの起動からプログラムの作成、保管、モニタリングなどの基本的な操作手llH
が例題に沿つて説明されています。

Tシ リーズプログラマ操作説明書 ― 応用編 (UM一TSO推*キー」007)
プログラムの作成や保管、データの設定などのプログラマのコマンド操作が、機能ごと
に説明されてしヽます。

TlS通 信機能説明書 {UM一TS01キ率一J020)

本 書
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圭早 要

1.1  通信ポー ト

Tイ Sはプログラマポート(RS-232C)と リンクポート(RS-485・ 端子台)の 2
つの通信ポートを装備してしヽます。

通信ポート インタフェース ケーブルの接続

プログラマポート RS-232C Dinコ ネクタ 8ピ ン メス型

リンクポート RS-485 端子台 M3.5

RS-232C

RS-485

1. 2 通信機能

TlSは 以下の通信機能をサポートしています。

プログラマポート(RS-232C) リンクポート(RS485)
・コンピュータリンク機能 ・コンピュータリンク機能

・データリンク機能
。フリーポート機能
3つの機能から1つを選択。

リンクポートの通信機能の選択は、特殊レジスタ (SW)の 設定により行います。
詳細は1.4頂 を参照して下さい。

●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●   回

了 
…・・・・・…・・・・・ ・・・・  □

RS-485端 子台



圭早

コンピュータリンク機能

コンピュータリンク機能はホストコンピュータとTlSと の間で専用のプロトコルによって
データの受け渡しを行う機能です。
コンピュータリンク機能はプログラマポート(RS-232C)と リンクポート(RS-485)
の両方で

サポートしており、同時使用も司能です。
プログラマポート(RS-232C)を 使用した場合は1台のTlS、 リンクポート(RS一
485)を 使用した場合は32台 のTlSが ホストコンピュータに接続できます。

ホストコンピュータにTlSの 伝送手順 (コンピュータリンク手順)をサポートするプログラ

ムを作成することによって、ホストコンピュータはTlSに 対して次の機能を実現することが

できます。(コンピュータリンク手順はごく簡単なASCilコ ードによるメッセージの通信
です。)

・ TlSか らのデータ (レジスタ/デ バイスの値)読 み出し
・ TlSへ のデータ (レジスタ/デ バイスの値)書 き込み
・ TlSの 運転状態のモニタ (RUN/HALT/ERROR)
TlSの 運転制御 (RUN/HALT)
・ TlSか らのプログラムアップロード
・ TlSへ のプログラムダウンロード

T― PDS(Tシ リーズ用パソコンプログラマ)もコンピュータリンクシステムに接続して使

用することができます。

1対 N伝 送

(リンクポート)

1対 1伝送

(プログラマポート)

ホストコンピュータホストコンピュータ

最大32台

RS-485
R S - 2 3 2 C

(最大 15m)
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データ リンク機能

データリンク機能は2台 のTlSを 接続してデータの受け渡しを行います。
TlSは お互いに16ワ ードすつのデータを自動的に特別なプログラムなしで伝送 (送信)し
ます。

この機能を使用する際には一つのTlSは 「ステーションNo.1」 に、もう一方のTlSは
「ステーションNo.2」 に設定します。
データレジスタD0000～ D0031(32ワ ード)が、データリンク機能に使用するエリ
アとなります。

伝送データの更新周期は (5 0rn s/32ワ ード+2台 のTlSの スキャンタイム)で す。

TlS(ス テーション No,1) Tl S(ステーションNo.2)

ステーション No.1 ステーション No.2

また、上位機種のT2E / T 2 Nと データリンク機能によつて接続することができます。
T2E / T 2 Nの データリンク機能については別冊の 「T2E / T 2 N通 信機能説明
書」 (UM― TS 0 2 E * *一 J0 0 3 )を ご覧下さい。

RS-485,
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フリーポート機能

フリーポート機能は、TlSに バーコードリーダ、プリンタ、ディスプレイ等のASCII通

信機器を接続するために使用します。

この機能によって、TlSは 任意の電文 (メッセージ)を 自発的に送信することができますの

で、通信手順のマスタとして使用できます。たとえば、TlSを 他のPC(プ ログラマブルコ

ントローラ)と 接続して、コンピュータリンク手順を用いて通信したり、インパータ (東芝

VF一 S7等 )の伝送プロトコルを用いて速度のコントロールを行つたりといつたことが司能

です。

T l S

この機能では任意のASCIIコ ードデータをリンクポートにより送受信を行うことができ

ます。送受信するASCilコ ードデータは、最終コードまでを1メ ッセージとして認識しま

す。

最終コードは設定が司能です。初期値はCR(HOD=キ ャリッジリターン)と なつてしヽます。

メッセージフォーマット 録 終コードHODの 場合)i

N 一

ICR

N:送 受信テキスト長=最 大512バ イト.

ヨ願

RS-485
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1.3 動作モー ドの設定方法

。リンクポート
リンクポートの通信機能の動作モードの設定は、TlS内 部の特殊レジスタSW056の 設定
により行しヽます。

設定したモードは電源投入時のSW056の 内容で決定されます。電源投入後に設定を変更し
ても、動作モードの変更は行われません。プログラムやプログラマで一度SW056に 動作モー

ドを設定した後に、財すROM書 き込みを行い、再度電源を再投入して下さい。

SW056   0:コ ンピュータリンク機能
1:デ ータリンク機能
2:フ リーポート機能

ステーションアドレスなどの伝送設定はプログラマを使用して、「システム情報」のコンピュー

タリンク設定により行しヽます。

・プログラマボート
プログラマポートをコンピュータリンクとして使用する場合、動作モードの設定は必要ありま
せん。 (コンピュータリンクコマンドを受信した際、自動認識します。)
ステーションアドレスなどの伝送設定は特殊レジスタSWで 行います。

リンクポートとプログラマポート設定箇所を以下に示します。 ,

プログラマポート
(コンピュータリンク)

リンクポート

コンピュータリンクデータリンク フリーポート

ステーションアドレス SW036

システム情報

システム情報

パリティbit SW037

システム情報
伝送速度

データ長

ストップbit

送信運延時間 SW038 SW057

動作モード設定 SW056

コンピュータリンク優先 S01 5 8
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2章 仕

通信機能仕様

・ コンピュータリンク

・ データリンク

項   目 リンクポート プログラマポート

インタフェース
RS-485準 拠

(4線 式)
RS-232C準 拠

伝送方式 半二重方式

同期力式 調歩同期式 (非同期)

伝送速度
30 0 , 6 0 0 , 1 2 0 0 , 2 4 0 0 , 4 8 0 0 ,

9 6 0 0 , 1 9 2 0 0  b p s
9600bps(固定)

伝送

フォーマット

(補足参照)

スタートビット 1ビ ット (固定) 1ビ ット(固定)

データビット長 7/8ビ ット 8ビ ット(固定)

ノギ!Jティ 偶数/奇 数/な し 奇数/な し

ストップビット 1/2ビ ッ卜 1ビ ット(固定)

プロトコル
Tシ リーズコンピュータリンク手順 (ASCII)

Tシ リニズプログラマポート手順 (Binary)

接続形態 1対 N(最 大 32) 1文]1

伝送距離 最大 lkm 最大 15m

ケーフル接続
Dinコネクタ 8ピ ン
メス型

端子台 M3.5

項   目 リンクポート

インタフェース
RS-485準 拠

(4線 式)

伝送方式 半二重方式

同期方式 調歩同期式 (非同期)

伝送速度 19200 bps

プロトコル 専用

リンクデータ容量
16ワード (ステーション No,1→ ステーション No.2)
16ワード (ステーション No.2→ ステーション No.1)

リンクデータ更新周期
約50ms

(+ 2台 のTlSの スキャンタイムの合計)

接続形態 1対 1

伝送距離 最大 lkm

ケーブル接続 端子台 M3.5
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・ フリーポート

項   目 リンクポート

インタフェース
RS-485準 拠

(4線 式/2線 式)

伝送力式 半二重方式

同期方式 調歩同期式 (非同期)

伝送速度 300,600,1200,2400,4800,9600,19200 bps

伝送フォーマット

(補足参照)

スタートビット  1ビ ット (固定)

データビット長  7/8ビ ット

パリティ     偶数/奇 数/な し

ストップビット  1/2ビ ット

伝送コード ASCIIコード

テキスト長 最大 512バイ ト

接続形態 1対 N(最 大 32)

伝送距離 最大 lkm

ケーブル接続 端子台 M3.5

補足

リンクポートの伝送フォーマットは次の組み合わせが可能です。
(コンピュータリンク・フリーポート)

スタートビット データ長 パリティ ストップビット

1 ７ な し ２

７ あり

1 ７ あ り ２

1 ８ な し 1

８ な し ２

1 ８ あ り
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3章  コンピュータリンクモード

3 . 1   コンピュータ リンク機能

コンピュータリンク機能は、ホストコンピュータとTlSと の間で専用のプロトコルによつて
データの受け渡しを行う機能です。
TlSは コンピュータリンク機能をリンクポート(RS-485)と プログラマポート(RS
-232C)で サポートしてしヽます。.
ホストコンピュータに、TlSの 通信手順 (コンピュータリンク手順)に沿つたプログラムを
作成することによつて、ホストコンピュータはTlSに 対して次の機能を実現することができ
ます。 (コンピュータリンク手順はごく簡単なASCIIコ ードによるメッセージの伝送で
す。)

・ TlSか らのデータ (レジスタ/デ バイスの値)読 み出し
・ TlSへ ののデータ (レジスタ/デ バイスの値)書 き込み
・ TlSの 運転状態のモニタ (RUN/HALT/ERROR)
・ TlSの 運転制御 (RUN/HALT)
・ TlSか らのプログラムアップロード
・ TlSへ のプログラムダウンロード

コンピュータリンクではリンクポート(RS-485)を 使用した場合、1台のホストコンピ
ュータに最大32台 のTlSを 接続することができます。 (1対 N接続)

プログラマポート(RS-232C)を 使用した場合、1台のホストコンピュータに1台のT
lSを 直接接続できます。 (1対 1接続)
また、マルチドロップアダプタ (CUlll)を 使用すれば、1対 N接 続を構成できます。



3章  コンピュータリンクモー ド

コンピュータリンク機能ではTlSは 常にホストコンピュータからの要求待ち状態になつて
しヽます。ホストコンピュータから要求コマンドが送信されると、接続された各々のTlSは 要

求コマンド中に指示されてしヽるステーション番暑を調べ、自分自身のステーション番号と一致
してしヽるかどうかチェックします。
ステーション番号が一致してしヽるTlSの みが要求コマンドを解読し、要求内容に応じた処理
を行つた上で応答データをホストコンピュータに返信します。
ステーション番号が一致してしヽないTlSは 何も処理を行わす無視します。

ステーションNo.3に 要求を出したときの処理の流れを以下に示します。

要求 (ホスト →TlS)

応答 (ホスト ←TlS)

キ 2 キ 3 ♯ 6 軒 7

①

　

②

　

③

ホストコンピュータから各TlSに 要求を送信

(ステーションNo,

該当するステーション番号のTlSの みが要求処理を実行

(ステーションNo.

処理結果をホストコンピュータに返信

(ステーションNo.

3に 対する要求)

3の み)

3か らの応答)

コンピュータ リンク補助機能

用途によっては、TlSの コンピュータリンクの応答を優先させたり、逆にある時間違らせて

応答させたりする場合があります。これらに対応する為に次の補助機能があります。

名 称 機  能

S158
周辺サポート優先
(コンピュータリンク優先)

OFF:通 常動作

ON :周辺サポート処理を 1ス キャンで

行う。

SW038
プログラマポート

応答ディレイ

設定範囲 :0-30

設定値 *10ms待 つてから、外部機器ヘ

の通信応答を行う。

SW057
リンクポート応答ディレイ

(コンピュータリンク時)

設定範囲 iO-30

設定値 *10ms待 つてから、外部機器ヘ

の通信応答を行う。

ホスト
ヨンピュータ

洋32
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3。 2  システム構成

システム構成を以下に示します。

リンクポート (RS-485)を 使用すれば、1対 N伝 送 (Nは 最大32)が 行えます。

もし、ホストコンピュータがRS-232Cイ ンタフェースしかサポートしていない場合は、

RS-232C/RS-485変 換アダプタ (ADP-6237B)を 使用して1対 N伝 送が

可能です。

プログラマポート (RS-232C)を 使用した場合は1対 1伝送が行えます。

特に変換器などは必要ありません。

1対 N伝 送

(リンクポート)

ホストコンピュータ

Tl S

1対 1伝送

(プログラマポート)

ホストコンピュータ

RS-232C/RS-485

変換器

RS-485 (最大 lkm)

Tl S

● ● ●

RS-232C

(最大 15m)

暴大 32台
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3.3 セットアップ手順

コンピュータリンク機能のセットアップの手順を以下に示します。

RS-485も しくはRS-232Cで ホス

トとTlSを 接続します。 (3.4節 参照)

SW056=0と しコンピュータリンクモー

ドに設定します。 (3.5節 参照)

プログラマポートを使用する場合は設定不要。

ステーション番号、ボーレート、パリティ、

データ長、ストップビットを設定します。

(3.6節 参照)

コンピュータリンクモードは電源投入時の

SW056の 内容で決定されるので、電源を

再投入します。

交信開始

伝送ケーブル接続

TlS電 源ON

コンピュータリンクモード

に設定

コンピュータリンク

伝送パラメータの設定

(HALTモ ードにて)

TlS電 源OFF

ホストコンピュータ側の

伝送プログラム準備

TlS電 源ON



3章  コンピュータリンクモード

3.4 リンクポー トのセットアップ

(1)伝 送ケーブル接続

リンクポート (RS-485)の 場合 - 1対 1伝送のとき

ホスト     RS-232C/RS-485変 換器         TlS
コンピュータ       (ADP-6237B)          (リンクポート)

TXD ３ RXD TXA RXA

ギ[RXD ２ TXD TXB
三
ヽ

RXB

RTS ５ CTS RXA TXA

CTS ４ RTS RXB TXB

S G ７ S G SG

R S - 4 8 5

(最大 lkm)

S G

DTR ６ DSR TEttM

距
　
０

端
　
２

終
　
１

ハ
ー

ー

ー

ー

ー

ー

DSR 2C DTR ＧＦ

C D ８ C D

ＧＦ

端抵抗

端子台

・ RS-232CRS-485変 換アダプタ (ADP-6237B)を 使用した場合のケー

ブル接続を示してしヽます。
・ リンクポートのRXA一 RXB間 1/2W-120Ω の終端抵抗を接続します。
・ ADP-6237Bの RXAと TERM端 子をショートします。 (終端抵抗へ接続)
・ ホストコンピュータのRS-485(ま たはRS-422)イ ンタフェースとリンクポー

トをダイレクトに接続する場合は、ホストのRXA一 RAB間 に1/2 W-120Ω の
終端抵抗を接続します。
・ 伝送ケーフルは耐ノイズ性向上のために、ツイストペアー括シールドケーブルを使用して
下さい。シールドは必す接地してください。

．上

一
・

Ω

ン

タ

↑

―

ピ

ク

５

ネ

Ｃ
　
　
　
２

コ

２３２

師 |
端子台
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μ
ｌ
し
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
離
２。
終

２

リンクポート (RS - 4 8 5 )の 場合-1対 N伝 送

R S - 2 3 2 C / R S 4 8 5

変換アダプタ      シ
ールド付き

(ADP-6237B) ツイストペアケ~プ ル     TlS

1 :
T× ハ RX沖

ＸＸ

T× B R× E

RXハ T× 湾
Ｌ
Ｉ

Ｉ

ド

TERW TXE

RXB S G

S G

T l S上
言

ケーブル長 :最大 lkm

(全長)

尻

Ω

RX沖

租
コ

RXE

TX湾

TXE

S G

・ 終端局にはTXA― TXB間 、RXA一 RXB間 に終端抵抗1/2 W-220Ω を接続
します。
・ 伝送ケーフルはツイストペアー活シールドケーブルを使用してください。
シールドは必す接地して下さい。

抗

Ω

抵

０

へ＝封べ‐‐
ぺ
２２
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( 2 )動 作モー ド設定

リンクポートの機能はTlSの 特殊レジスタSW056に 設定されたデータで選択されます。

機能の決定は電源投入時に決定されます。SW056の データを書き換えても電源が再投入さ

れるまで、機能は変更されません。

コンピュータリンク機能を選択するには、特殊レジスタSW056に
"0"を
セットしてくださ

しヽ。 (工場出荷時 SW056=0に なっています。)

プログラマでSW056に
"0"を
セットします。

設定後、必す 「EEPROM書 き込み」コマンドを実行して下さい。

この後一度電源をOFFし 、再度電源を投入した時点でコンピュータリンク機能の選択が確定
します。
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( 3 )伝 送パラメータ設定

コンピュータリンクのパラメータはTlSの システム情報エリアに記憶されます。
TlSを HALTモ ードにし、「システム情報」のコンピュータリンクの頂にノヽラメータを設

定してくださしヽ。

(T一 PDS画 面例)

ステーションNo.、 ポーレート、パリティ、

データ長、ストップビットを設定します。

コンピュータリンクのパラメータ設定が完了したら、電源をOFFす る前に必すT4Sの

EEPROMに 書き込みを行つてくださしヽ。

補足

コンピュータリンクの伝送パラメータは、 「システム情報」のコンピュータリンク

の設定を書込み後、有効となります。

ただし、電源再投入時、イエシャルローディングが行われるため、電源OFF前 に

EEPROM書 込みを行つてください。

< システム1青報

11.プ ログラム容量

12.サ ンプリングパッフ7

13.停 電保持範囲指定
RT000  -

T000   -

8000   -

D0000  -

14.10nSタ イマ範囲指定
T000   -

16.スキャン時間   [ ]x10■S

17.サブプログラム実行時間
1 -  100 ■S   [   ]■S

18.定 周期割り込み周期
1 - 1000 ■S  [    ]■S

1 9 .コンピュータリンク
ステーションHO.      [ 1]
ホ
｀`―レート       [ 日600]BPS

S3]     'ヽ
°
リテイ   無し 査埜 偶数
テ
｀`―夕f記           [8]Bit
ストッフ
°
と
｀`
ット     1     2
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3 .  5

( 1 )

プログラマポートのセットアップ

伝送ケーブル接続

プログラマポート(RS-232C)1対 1接続

コンと習L夕  また忌彰E局下鴛じン安冒条茅7竺ブル
TlS

(プログラマケーブル)

上
~……
皇克
‐
古古
……

・ プログラマポートをコンピュータリンクで使用する場合は、ヨンピュータリンク用ケーフ
ルPT16Sを 使用します。ケーフルのTlS側 にはコネクタがついており、ホスト機器
側はパラ線になつています。 (下図参照)
・ プログラマポートの伝送コネクタはDinコ ネクタ 8ピ ン (メス型)に なつています。
ケーブル側のコネクタはDinコ ネクタ8ピ ン (オス型)を 使用してください。
・ 伝送ケープルはツイストペアー括シールドケーブルを使用してください。
シールドは必す接地してください。
・ RTS信 号 (ピン4)は 、TlSが 通電中は常にONと なつてしヽます。

(コンピュータリンクケーブル PT16S)

Tl Sケーブルピン配置

ホスト側
Tl S側 (ノピ郭砂

1 P 5

R X D

T S D

２

一
３

GND

P 5

DTR ４ RTS

S G ５ GND

DSR ６ TXD

RTS ７ CTS

CTS ８ RXD

。
6。 7。 8

。3。 4。 5

TlS側 コネクタ

ピン番号
TlS側 信号名 ケーブルの色

ホスト機器側

信暑名

P 5 茶 不使用 (このピ

ンは使用 しな

いで下さい)

２ GND 赤

３ P 5 橙

４ RTS 黄 CTS
５ GND 白 S G

６ TXD 円 RXD
７ CTS 紫 RTS

８ RXD 灰 TXD
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プログラマポート (RS-232C)1対 N接 続

プログラマポートでのコンピュータリンクで1対 N接続を構成する場合は、マルチドロップア
ダプタCUlllを 使用します。

R S - 2 3 2 C / R S 4 8 5

変換アダプタ

(ADP-6237B)

シールド付き
ツイストペアケーブル CUlll

し
江
―
北
　
　
　
　
　
抗

Ω

″
―

し

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

鵬

２。

終

２

T l S

‖
口8卜Tl S
終端抵抗

220Ω

終端局にはTXA一 TXB間 、RXA一 R× B間 に終端抵抗1/2W-220Ω を接続し
ます。

伝送ケーブルはツイストペアー括シールドケーブルを使用してください。
シールドは必す接地して下さしヽ。
伝送ケーフルの劣岐に中継端子台を使用する場合、中継端子台からCUlllま での距離
は3 rn以内としてくださしヽ。
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( 2 )伝 送パラメータ設定

プログラマポートのコンピュータリンクパラメータは特殊レジスタSWに 設定します。設定が
必要なパラメータはステーションNo.と パリティのみです。

SW036:ス テーションNo。 (1～ 32,初 期値=1)

SW037:パ リティ   0=な し (初期値)
1=奇 数

プログラマでSW036と SW037に 設定データをセットします。
設定後、財す 「EEPROM書 き込み」コマンドを実行して下さい。

次のパラメータは固定となっています。設定は不要です。

伝送速度    :9600bps

データ長    :8ビ ット
ストップビット :1ビ ット

補足

SW036,SW037で 設定したパラメータは次の時点で有効になります。

① 電源投入時

② プログラマケーフルを抜いた時
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3 . 6  コンピュータリンク手順

TlSの コンピュータリンクでは、以下に示すメッセージフォーマット及びコマンドにより交
信を行しヽます。

メッセージフォーマット

最大255ノ イヽ ト

2 3 4 6 6 7

メッセージの内容とサイズ

( .………  先頭コード (H28)

A .……  フォーマット識局」コード (H41)

ADR .… ステーション No.

01(H3031)～ 32(H3332)

CMD =… コマンド

DATA...デ ータ部 (最大244ブ イヽ ト)

& .……  チェックサム判居」コード (H26)

SUM .… チェックサム

先頭コードからチェックサム判剛コードまでの和の

下位 1バ イトののASCIIコ ード

)=… …  最終コード (H29)

; .……  最終コード (継続時 :H3B)

CR .….キ ャリッジリターンコード (HOD)

チェックサムの計算例

1 バイト
1 バイト

2 ノヽ イト

2 ノヽ イト

1 バイト
2 ノヽ イト

1 バイト
1 バイト
1 バイト

` ( ' = H 2 8

` A ' = H 4 1

. 0 ' = H 3 0

` 1 ' = H 3 1

` S ' = H 5 3

. T ' = H 5 4

` & '王
H 2 6

H197←
一一 和

下位2ケ タ

チェックサム作成範囲

( Ａ ０ Ｓ Ｔ ＆ ９ ７ ) C R
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コンピュータリンクコマンドー覧

コンピュータリンク機能では次のコマンドが利用できます。

要求コマンド 機能名称 主な内容 応答コマンド 備者

コンピュータリンク
エラー

送信したテキストのフォーマ

ット異常

C E 応答のみ

PC本 体エラー 要求がTlSに 受付けられな
かった

E E 応答のみ

T S テストテキスト ホストとTlS間 で折り返し

テストを行しヽます。

T S

S T ステータス読み出し TlS本 体のステータスを

読み出します。

S T

E R TlSエ ラー状態

読み出し

TlS本 体のエラー状態を

読み出します。

E R

D R レジスタ/デ バイス

読み出し

TlSか らレジスタ/デ バイ
スのデータを読み出します。

D R

DW レジスタ/デ バイス

書き込み

TlSの レジスタ/デ バイス

にデータを書き込みます。

S T

S R システム情報 1

読み出し

TlSの システム情報 1を

読み出します。

S R

S 2 システム情報2

読み出し

TlSの システム情報2を

読み出します。

S 2

R T カレンダ・時計

読み出し

TlSの カレンダ・時計デー

タを読み出します。

R T

WT カレンダ・時計

書き込み

TlSの カレンダ・時計デー

タを設定します。

S T

E C TlS制 御 TlSの モードを制御
します。

S T

B R プログラム情報
ブロック読み出し

TlSの プログラム情報フロ

ックを読み出します。

B R

R B プログラム
ブロック読み出し

TlSの プログラムをフロッ

ク読み出しします。

R B

BW プログラム情報
ブロック書き込み

TlSに プログラム情報フロ

ックを書き込みます。

S T

WB プログラム

ブロック書き込み

TlSに プログラムをフロッ

ク書き込みします。

S T
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3.7 伝送規則

TlSの コンピュータリンクは、以下の伝送規貝」によって行われます。
(1)TlSは 常に受信待ち
TlSは 常にホスト側からの要求コマンド待ちの状態になつてしヽます。
TlSか ら伝送を開始することはありません。

(2)ス ペースコード (20H)は 無視
ホストから送信されるデータ部の中にスペースコード(H20)が あった場合は無視しま

す。ただしチェックサムはスペースコードを含めて計算します。

データ部劣中の

スペースコー ド

は無視します。 チェックサムはスペースコー

ドを含めて計算します。

例)テ キストコマンド  (折り返しコマンド)

_3&6D )t食81千81覆3直2D)、
ミスペy5サ渡晋至署払謹5?

送信テキスト

受信テキスト

チェじ
(3)送 信テキストのチェックサムは省略司

彰ムをつけてもつけな< ても送信□能です。ホストからの送信データには、チェックt

(4)返 信テキストにはチェックサムが財すつく
TlSか らの返信データには必すチェックサムがつきます。
ホストからの送信データにチェックサムがついていなくても、返信データには常にチェッ
クサムをつけます。
送信テキスト

返信テキス ト

( Ａ ０ Ｔ Ｓ ５ ５ ＆ ０ ) C R

返信テキストには常にチェックサ
ムがつきます。

(5) 
“
(" 以前の受信データは無視

TlSは  
“
(" (H28)を 受信する前に受信したデータは全て無視します。

(6) 
“
)" CRで 受信完了
“
)" CRを 受信したときのみ受信完了とします。 

“
)" のみ、またはCRの みを受

信したときは伝送エラーとなります。

( Ａ ０ 1 Ｔ Ｓ 1 ２ ３ ＆ ６ Ｄ ) C R

( Ａ ０ Ｔ Ｓ ５ ５ ) C R
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(7)チ ェックサム作成力法

チェックサムは、先頭コード
“
("か らチェックサム判居」コード&ま での不Bの下位 1バ イ

トの」 iS8コ ードです。

(
A

0

1

T

S
1

2

3

4
&

= H 2 8

= H 4 1

= H 3 0

= H 3 1

= H 5 4

= H 5 3

= H 3 1

= H 3 2

= H 3 3

= H 3 4

= H 2 6

H 2 6 1
和の下位 1バ イ ト

チェックサム

( Ａ ０ Ｔ Ｓ 1 ２ ３ ４ ＆ ６ ) C R
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3.8 コンピュータ リンクコマン ド

3.8.1 エラー状態読み出し 《ER》

TlSが エラーダウンしたときのエラー内容を読み出します。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1

( Ａ ADDRESS E Ｒ ＆ SUM ) C R

返信テキスト        
|   |チ ェックサムは省皓可

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

( Ａ ADDRESS E Ｒ エラーステータス  & S U M
i
) C R

(エラーのときは<CE>ま たは<EE>が 返信されます。)



3章  コンピュータリンクモー ド

◎機能

TlSの イベント履歴に保存されている最新のエラーステータスを<ER>に 続<4バ

イ トで読み出します。

7  8  9  10

エラーメッセージ (診断項目) 翁 類
Ｄ
ｎ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

0010 システム電源パワーオン 電源きロエラー ○

0011 システム電源パワーフェイル ○

0020 RAMチ ェック異常 メモリ部エラー ○

0021 プログラムBCCチ ェック異常 Ｏ

0022 バッテリ電圧低下異常 Ｏ

３２００ EEPROM BCCチ ェック異常 ○

0026 EEPROM 書き込みワーエング ○

0030 システム RAM チェック異常 CPU郡 エラー Ｏ

0031 システムROM BCC異 常 Ｏ

0032 周辺制御 LSi 異常 Ｏ

４３００ システム害」り込み異常 Ｏ

0035 WDタ イマ異常 Ｏ

0040 /Oノ スヽ異常 1/O音 ロバス異常 Ｏ

0041 /O照 含チェック異常 ○

0042 /① 無応答チェック異常 ○

３４００ /Oパ リティチェック異常 ′′ Ｏ

６４∞ /O領 域異常 Ｏ

0051 伝送要求 BUSY 周辺装置エラー ○

0052 伝送フォーマットエラー ○

４６∞ スキャン時間監視異常 シーケンス関係 Ｏ

0080 E N D命 令無 し プログラムチェックエラー Ｏ

0081 ペア命令イリーガル ○

0082 オペラン ド異常 Ｏ

0083 プログラム無効 Ｏ

0086 サフルーチンエントリ無し Ｏ

0087 サブルーチンリターン無し Ｏ

８８００ サブルーチンネスティング異常 Ｏ

0089 ループネスティング異常 ○

0098 フアンクション命令末サポート Ｏ

0110 ユーザー命令イリーガル検出 Ｏ

0 1 1 1 レジスタ領域オーバ ′′ ○

0112 バウンダリーエラー Ｏ

0115 レジスタNo./サ イズエラー Ｏ

0121 エントリNo.多 重使用 ○

・ERの 欄にあるものがTl
―タスです。

,EEの 欄にあるものがTイ

す。

Sエ ラー状態読み出し<ER>で 読み出されるエラーステ

S本 体エラー<EE>で 読み出されるエラーステータスで

エラーステータス



3章  コンピュータリンクモード

3.8。 2 テス トテキス ト 《TS》

コントローラ ・ホストコンピュータ間の交信テキストを行しヽます。

送信テキスト

EiSIT■■1笙美

作―MAX 244バ イトー卓
l    lチ

ェックサムは`          !          省略司能

返信テキスト

1 2 3 4 5 6 7     M 障 3 障2 いl N

1 2 3 4 5 6 7

( Ａ 脳 ESS
i

Ｔ S 軍

( Ａ 姻 ESS
t

Ｔ S
一
手

障 4 障 3 障 2 障 l N

華ヽ ＆ SUM ) C R

EST TEIX

●機能

交信が正常に実行されると、送信データと同じデータが返信されます。
エラー時は 〈CE〉 または 〈EE〉 コマンドが返信されます。
テストデータの最大サイズは244バ イトです。

●実行例 1

1NPUT DATA     =(A01TS123456789)

SEND DATA      =(A01TS123456789874)

RECEiVE DATA   =(A01TS123456789874)

テストデータには」 iS8コ ードが使用できます。
ただし、

"("、 ")"、 "&"は
使用できません。

●実行例 2

lNPUT DATA     =(A01TS    12345)

SEND DATA      =(A01TS    12345816)
REOEIVE DATA   =(A01TS12345896)

テストデータ中の_(ス ペース)は 無視されます。

Ｔ ＆ S U M ) C R



３圭早 コンピュ
ータリンクモード

3.8,3 TlSス テータス読み出し 《ST》

TlSの 動作状態を読み出します。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1

( Ａ
|

脳 ESS
i

Ｓ Ｔ ＆ S U M
:

ＲＣ

返信テキスト

1  2  3

( Ａ ADDRESS Ｓ Ｔ ＆ S U M  )
1    :

C R

(エラーのときは くCE〉 または くEE〉 が返信されます。)

●機能

TlSの 動作状態 (運転モード/エ ラー発生時のエラー原因)を 読み出し表示します。

7 8 9 10

H A L T

H O L D

停電保持データ異常

末使用

TOSLINE一 F10異 常
コンピュータリンク異常

定亥」スキャン実行渋滞

末使用

末使用

末使用

末使用

末使用

末使用

9 10

1    1チ
ェックサムは省略司能

6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 4 3 1 4 1 5

常

　

常

常

正

　

正

正

０

　

０

０

:異常

:異常
:異常

0:正 常 1:異 常

２

６

１

４

R U N

E R R O R

3 RUNF
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●実行例 1

1NPUT DATA

SEND DATA

RECEIVE DATA

7 8

=(A01ST)

=(A01ST&97)

=(A01ST0001858)

9  1 0

運転状態 RUN

TOSLINE― F

●実 行例 3

1NPUT DATA

SEND DATA

RECEiVE DATA

7 8

=(A01ST)

=(A01ST897)

=(A01ST000685D)

9  1 0

運転状態  ERROR

運転状態
―
l HALT

エラー状態 なし

●実行例 2

1NPUT DATA

SEND DATA

REOEIVE DATA

7 8

=(A01ST)

=(A01ST&97)

三(A01ST2002&58)

9  1 0



3章  コンピュータリンクモー ド

3.8.4 レジスタ/デ バィス読み出し 《DR》

レジスタ/デ バイスのデータを読み出します。

送信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

Ａ
|
ADDRESS
i
Ｄ Ｒ 陛 韓

― 司変長 ―   地
可変長

間
7か ら16の 繰り返し | |ltFiliftitli

障 4障 3障 2障 l N

＆
|
S U M
1

) C R

1    1チ
ェックサムは省幡電能

返信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

Ａ
|
ADDRESS
i
Ｄ Ｒ 鵬 べ

!期曜 盟確

I盛 IDATA輝

N-5 N-4 N-3 N-2 N-l  N

轍
＆

‐

側

！

Ｓ ) C R

1   1  1   1       1   1

2ノ イヽト 2ノ イヽト       2ノ イヽト
1                     1

T(タ イマ)、 C(カ ウンタ)レ ジスタの場合、この
データが付加されます (注意参照)。

(エラーのときは 〈CE〉 または 〈EE〉 が返信されます。)



3章  ヨンピュータリンクモード

●機能
・指定した先頭レジスタ/デ バイス番暑から指定|□数分のレジスタ/デ バイスデータを読み出

します。
・種類の異なるレジスタ/デ バイスを組み合わせて、一度に読み出すこともできます。
・一度に読み出すことのできるレジスタ/デ バイスの個数は、最大32個 です。
・レジスタ/デ バイス番号はR0009な らR9と しヽうようにOttB各することができます。また、

個数も1桁の場合は0を 省略することができます。
・個数が1の場合は、個数指定を省略することができます。
・レジスタ番号と個数の間は

"、 "(カ
ンマ)で 区切つてください。

・返信データは、指定した順に4バ イト単位で連続して表示されます。
・表示されるレジスタデータは16ビ ットの 16進 表示です。デバイスデータは0001が オン、

0000が オフになります。

補足

・タイマ (T)、 カウンタ (C)レ ジスタの場合は4バ イトのレジスタデー

タの後に2バ イトのデバイスデータ (タイムアップ/カ ウントアップ時は

01、 それ以外の時はOO)が つきます。

・DRコ マンドで要求できるデバイス/レ ジスタ種別は次の通りです。

O :読 み出しできます。

△ :読 み出しできます。 (T/Cデ バイスデータが付加されます。)

× :読 み出せません。コンピュータリンクエラーになります。

(フォーマットエラー)

デバイス レジスタ インデックス

Ｘ Ｙ Ｒ Ｓ 工 G 畑 測 剛 釧 Ｔ C Ｄ | Ｊ Ｋ

○ Ｏ ○ ① × × Ｏ 〇 ○ 〇 △ △ ○ × × ×
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●実行例 1
lNPUT DATA     =(A01DRRWl,3)

SEND DATA      =(A01DRRWl,3&BF)

RECEIVE DATA   =(A01DRlEB922F122A8&2F)

送信データ RW001か ら3レ ジスタを指定

返信データ RW001 lEB9

RW002 22Fl

RW003 22A8

●実行例 2
1NPUT DATA     =(A01DRRW4)

SEND DATA      =(A01DRRW4&63)

RECEIVE DATA   =(A01DR004E&5F)

送信データ RW004を 指定(個数指定省幡)

返信データ RW004 004E

●実行例 3
1NPUT DATA     =(A01DRYW2,3,R50,5)

SEND DATA      =(A01DRYW2,3,R50,5&OB)

RECEIVE DATA   =(A01DR000000138AAA00010001000000000001&D7)

送信データ レジスタYW002～ YW004と

デバイス R0050～ R0054を 指定

返信データ YW002 0000

YW003 001B

YW004 8AAA

R 0 0 5 0  0 0 0 1 (オ ン)
R 0 0 5 1  0 0 0 1 (オ ン)
R 0 0 5 2  0 0 0 0 (オ フ)
R 0 0 5 3  0 0 0 0 (オ フ)
R 0 0 5 4  0 0 0 1 (オ ン)

0実 行例 4

1NPUT DATA     =(A01DRCO)

SEND DATA      =(A01DRCO&F9)

RECEIVE DATA   =(A01DR000301&AA)

送信データ カウンタレジスタ (C000)を 指定

返信データ C000 0003(現 在値)

C . 0 0 0   0 1 (カ ウントアップ)
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3.8.5 レジスタ/デ バイス書き込み 《DW》

レジスタ/デ バイスにデータを書き込みます。

送信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

( Ａ
|

ADDRESS
i

Ｄ Ｗ 譴 掛欄 だ輛

17181920

「

タ
Ｃ
ス
合
Ｔヽガ
碗
‐ヨ

一
　

　

　

一

― 可変長 一
嶋 変長

聖'有塾鮒‖,

！！！！！！！！！！！！！！！！！需

”

■
義
＝
押ふ「
＝控任
≡摩一

金 1毒拭
戦

必 ITIA l‖, プ|く華 ]+さ 幅,

欄
N-4 N-3 N-2 N-l  N

＆ Ｍ )
Ｒ０

1    :チ
ェックサムは省幡□能

返信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

(エラーのときは 〈CE〉 または くEE〉 が返信されます。)

N-5

:密

( Ａ
|

ADDRESS
:

Ｓ Ｔ O  S l ＆ Ｍ
)

Ｒ０
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●機能
・指定した先頭レジスタ/デ バイス番号から指定個数分のレジスタ/デ バイスにデータを書き

込みます。
・種類の異なるレジスタ/デ バイスを組み合わせて、一度にデータを書き込むこともできます。
・一度に書き込むことのできるレジスタ/デ バイスの個数は最大32個 です。
・書き込むデータは、4バ イトの16進 数です。デバイスデータはオンのときは0001、 オフ

のときは0000で 指定します。
・レジスタ/デ バイス番号はR0009な らR9と いうように、0を 省略することができます。
・レジスタ/デ バイス番号と個数及び各データ間は

","(カ
ンマ)で 区切つてくださしヽ。

,正常に書き込まれるとコントローラのステータスが返信されます。

補足

・タイマ (T)、 カウンタ (C)レ ジスタの場合は4ノヽ イトのレジスタデ

ータの後に2バイトのデバイスデータ(タイムアップ/カ ウントアップ時

は01、 それ以外の時はOO)を つけます。データの区切りは
“
,"を 使

用します。

・DWコ マンドで要求できるデバイス/レ ジスタ種別は次の通りです。

O :書 き込みできます。

△ :書 き込みできます。 (T/Cデ バイスデータが付加されます。)

× :書 き込みできません。コンピュータリンクエラーになります。

(フォーマットエラー)

デバイス レジスタ インデックス

Ｘ Ｙ Ｒ Ｓ Ｔ Ｃ 潮 測 剛 釧 Ｔ Ｃ Ｄ l Ｊ Ｋ

○ Ｏ ○ ○ × × Ｏ 〇 Ｏ Ｏ △ △ Ｏ × × ×
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●実行例1
1NPUT DATA   =(A01DWRWl,3,FFFF,5A5A,0011)

SEND DATA    =(A01DWRWl,3,FFFF,5A5A,0011&OE)

RECEIVE DATA =(A01ST0004&5B)

RW001か ら 3個 の レジスタに FFFF、 5A5A、 0011を 書き込み

INPUT DATA   =(A01DRRWl,3)

SEND DATA    =(A01DRRWl,3&BF)

RECEIVE DATA =(A01DRFFFF5A5A0011&4C)

くDR〉 コマンドによる確認

●実行例 2
1NPUT DATA   =(A01DWD100,2,FFFF,EFFF,R20,5,0001,0001,0000,0000,0001)

SEND DATA    =(A01DWD100,2,FFFF,EFFF,R20,5,0001,0001,0000,0000,0001&25)

RECEIVE DATA =(A01ST0004&5B)

D 1 0 0に FF F F、 D1 0 1に EF F F、 R0 0 2 0か らR00 2 4に オン、オン、オフ、

オフ、オンを書き込み

INPUT DATA   =(A01DRR20,5)

SEND DATA    =(A01DRR20,5&9B)

RECEIVE DATA =(A01DR00010001000000000001&49)

( D R〉 コマン ドによるR00 2 0～ R0 0 2 4の 確認



ド
一モクンＪタ一ユピンコ主早

３

3.8.6 プログラム情報ブロック読み出し 《BR》

送信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

( Ａ ADDRESS
i

Ｂ Ｒ B L K N O
l    l    l

＆ S U M
l    l

C R

1  1チ
ェックサムは
省略司能

返信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 138
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ・

     1

P R O G R A M  B L O C K  T E X T

-128バ イト固定 申

139 140 141  142 143

＆ Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｉ
Ｓ )/; C R

●機能
・指定したフロックNO.(BLKNO)に 対応するブロックのプログラム情報をフロック読み
出しします。
・1□に読み出すプロックのサイズは、128バ イト(バイナリ型式換算で64バ イト)です。
・フロックNO.は 0000か ら0015ま で全16ブ ロックです。必す15フ ロックまで読み
出します。
・プログラム情報の読み出しがフロックNO.0か らブロックNO.14ま ではプロックの継続
を示すコード 

";"(H3B)を
付けて返信され、最終ブロックNO.15の 時は

")"(H

29)で 返信されます。
・要求先のPCが プログラマからの要求を処理している場合は「伝送要求BUSY」 となります。

( Ａ ADDRESS Ｂ Ｒ BLKNO



3章  コンピュータリンクモー ド

●実行例
INPUT DATA      =(A01BR0000)

SEND DATA       =(A01BR0000&44)

RECEIVE DATA     =

(A01BR00007673200022002020202020202020202020202020202020202020202020202020202020

2020202020202020202020202020202020202020202020202020202020&D5;

INPUT DATA      =(A01BR0001)

SEND DATA       =(A01BR0001&45)

RECEIVE DATA    =

(A01BR0001lC00FFFFFFFFFFFFFFFF00000000012000080103008981000000000000000000000000

0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000&E2;
●
●
●
●
●
●
●

INPUT DATA      =(A01BR0015)

SEND DATA       =(A01BR0015&4A)

RECEIVE DATA    =

(A01BR00150000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000&4A)

プログラム情報読み出し正常完了 (16ブ ロック)



3章  コンピュータリンクモー ド

( Ａ
,

ハDDRESS
t

Ｂ Ｗ 3 L K N (
1

Ｉ

Ｄ

Ｉ

PROGRAM

3.8.7 プログラム情報ブロック書き込み 《BW》

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 138

1車Fi□
トーー固定長-128バ イト固定一料

139 140 141  142 143

＆ Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｉ
Ｓ

′
／ C R

1    1チ
ェックサムは省略可能

返信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

( Ａ 嚇 SS Ｓ Ｔ 翻 堪窒 ＆ S U M  )
1    1

C R

(エラーのときは 〈CE〉 または 〈EE〉 が返信されます。)

●機能
・指定したブロックNO.(BLKNO)に 対応したプログラム情報ブロックにプログラム情報
を書き込みます。 (PROGRAM BLOCK TEXT)
,1回 に書き込むブロックデータサイズは、128バ イトです。 (バイナリ型式換算で64バ イ
ト)
・ブロックNO.は 0000か ら0015ま で全16ブ ロックです。必す15ブ ロックまで書き
込みます。
・プログラム情報の書き込みを行うときは、ブロック0よ り行います。ブロック0か らブロック
14ま での15フ ロックを書き込むときは、継続中とするため

";"(H3B)と
送信します。

最終書き込みブロックは
")"(H29)で

送信するようにします。
・要求先のPCが プログラマからの要求を処理してしヽる場合は「伝送要求BUSY」 となります。
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●実行例
lNPUT DATA      =(A01BW0000FFA42000230020202020202020202020202020202020202020202

020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020;

SEND DATA       =

(A01BW0000FFA4200023002020202020202020202020202020202020202020202020202020202020

2020202020202020202020202020202020202020202020202020202020&05)

RECEIVE DATA    =(A01ST0001&58)

INPUT DATA      =(A01BW000200000000000000000000000000000000000000000000000000000

00000000000000000000000000000000000FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF01020304;

SEND DATA       =

(A01BW00020000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

000000000000000000FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF01020304&15)

RECEIVE DATA    =(A01ST0001&58)

●

●

●

●

●

INPUT DATA      =(A01BW001500000000000000000000000000000000000000000000000000000

000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000)

SEND DATA       =

(A01BW00150000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000&4F)

RECEIVE DATA    =(A01ST0001&58)
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3.8.8 Tl S制 御 《EC》

ホストコンピュータからTlSの 運転モードを変更します。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3

( Ａ
,

ADDRESS
i

Ｅ C
■=ユ=■===■■:

ギ許
＆ Ｍ

，
Ｈ
∪
，
Ｓ )

1
C R

|    |チ
ェックサムは省略司能

返信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

( Ａ
1

ADDRESS
i

Ｓ Ｔ 1鮒村‖料1糾→＆
i

S U M ) C R

(エラーのときは 〈CE〉 または 〈EE〉 が返信されます。)

●機能
・指定された制御コード (CTL)に 従って、TlSの 運転モードを変更します。
・制御コードは必す2桁 で指定してくださしヽ。
"01" 

停止 (HALT)
"02" 

運転 (RUN)
"03" 

強制運転 (RUNF)
"04" 

ホールド (HOLD)
"06" 

エラーリセット
"07" 

本―ルド解除
・返信データには、運転モード変更後のステータスが表示されます。
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●実行例 1
1NPUT DATA   =(A01EC02)

SEND DATA    =(A01EC02&DA)

RECEIVE DATA =(A01ST0002&59)

HALTか らRUNに 変更 :正常終了

●実行例 2
1NPUT DATA   =(A01EC04)

SEND DATA    =(A01EC04&DC)

RECEIVE DATA =(A01ST0004&5B)

RUNか らHOLDに 変更 :正常終了

●実行例 3
1NPUT DATA   =(A01EC02)

SEND DATA    =(A01EC02&DA)

RECEIVE DATA =(A01EE0114&40)

R U N中 にR U Nを 指定 くE E ( 0 1 1 4 =モ ー ドアンマッチ)〉

●実行例4(エ ラーダウンの修復)
INPUT DATA   =(A01ER)

SEND DATA    =(A01ER&87)

RECEIVE DATA =(A01ER0041&4C)

くER〉 コマンドでエラー内容確認 :1/O照 含異常 (0041)

INPUT DATA   =(A01EC06)

SEND DATA    =(A01EC06&DE)

RECEIVE DATA =(AOiST0001&58)

くEC〉 コマンドでエラーリセット:制御コード=06

1NPUT DATA   =(A01ST)

SEND DATA    =(A01ST&97)

RECEIVE DATA =(A01ST0001&58)

1/O割 付修正の後ステータス確認 :1=HALT

●実行例 5
1NPUT DATA   =(A01EC08)

SEND DATA    =(A01EC08&EO)

RECEIVE DATA =(A01CE02&DA)

制御コー ド外 (08 )を 指定 :〈 CE( 0 2 =伝 送フォーマットエラー)〉
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3.8.9 システム情報 1読 み出 し 《SR》

システムパラメータを読み出します。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1

1    1チ
ェックサムは省略可能

返信テキスト

1 2 3 4 5 6 7   1 2

( Ａ
1

ADDRES
i

Ｓ Ｒ 晋f品撤‖丹‖
2 2

PROG単⌒蓬卦僑冊主|ゆ

３

2 3 5 2

53     5657 6 4

6 5 7 4

PiCiVttRS出0鞘 話
至110

7576777879

＆ SUM ) C R

(エラーのときは 〈CE〉 または 〈EE〉 を返信します。)

●機能

使用ステップ数、プログラム ID、プログラムコメント、メモリ容量、PCタ イプ、PCバ ージ
ョンを読み出します。

( Ａ
l

ADDRES
i

Ｓ Ｒ ＆ Ｍ
ｉ
Ｈ
〕
―
Ｓ C R

塾

一

一晨
！

一驚
一 貯

”
困
【
鮒 e e m く●10)

謝立Ｍ一＝
科

を

Ｏ
ｋ
癖 ITIYlplti(1総け
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使用ステップ数
USED STEP  登録されているプログラムの総ステップ数を表示します。(10進 表示)

( 例) 7  8  9 1 0 1 1 1 2

=256ス テップ
０ ０ Ｏ ２ ５ ６

|  1  
1 
 常18。
X 1 0 0 0

X 1 0 0 0 0

X 1 0 0 0 0 0
プログラム ID

PROGRAM I.D.    登録されてしヽるプログラム IDを 表示します。

プログラムコメント
PROGRAM COMMENT 登録されてしヽるプログラムコメントを表示します。漢字等

の2バ イト文字も表示司能です。

メモリ容量

MEMORY CAP コントローラのメモリ容量を表示します (10進 表示)。

51525354

~¬
匿百s  

l 
  kw

(プログラム) (データレジスタ)

PCタ イプ
PC TYPE 接続されているコントローラタイプを表示します。

5758596061626364

Ｔ Ｓ

P Cバ ージョン
P C  V E R S i O N 接続されているTlSの パージョンを表示します。

(例 iVer. 1.1の とき)

65666768697071727374

０ ４ ８

Ｖ ｅ r
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3.8.10 システム情報 2読 み出し 《S2》

システムパラメータを読み出します。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1

( Ａ ＳＥＲ‐朋‐
Ｓ ２ ＆ SUM ) C R

l     lチ
ェックサムは省略司能

返信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4

4748495051525354555657

IP!AIRI 勢t妻|ヽ淵81T
＆ SUM ) C R

(エラーのときは 〈CE〉 または 〈EE〉 が返信されます。)

●機能
プログラム容量、サンプリングレジスタ容量、スキャン周期などのパラメータを読みだします。

プログラム容量   TlSの プログラム容量を表示します。
CAP       2バイトの表示データがkステップ数になります。

4kス テップ

Xl

X 1 0

サンプリングバッフア容量
S/R TlSの サンプリングバッフア容量が表示されます。

2バイトの表示データがバッファ容量 (kW)に なります。

l k w

X l

X 1 0

７８醒

( Ａ
:

ADDRESS
1

Ｓ ２ 」ホ呼一一
一
〔
守
！ 一勢一

！
絆

一

一
鮮
！一一！直

＝

一林儒

15161718192021222324252627282930

品
■
一禅

一

雑一料 1雲 帯 事胡珊腫
一
ｒ
ｉ

一
／
一

ｉ
Ｓ
ｉ

31323334353637383940414243444546

■
幅
十

■
Ｘ
＝

！！！！！！！！！！！！需
卓
６
９
一 十塁 柵

1 1 ■■■■1 1 ■■■■| | 1 1 1

i母1乳1今ITi

9 10



3 章 コンピュータリンクモード

０ ２ ８

停電保持範囲

RW KEEP/T KEEP

C KEEP/D KEEP

停電保持指定されている最終レジスタ番号を表示します。

表示される4バ イトが最終デバイス番号になります。

(例)(RW KEEP)

1 1 1 2 1 3 1 4

RW000～ RW1 28

常18。
X1000

スキャン同期

S/T 設定されているスキャン同期が表示されています。表示される4/ イヽトデ
ータがスキャン周期です (rn S)。

フローティングスキヤンは0000に なります。

(例)27282930

100ms

1  

1 

 交1。

X100

サブプログラム実行時間
SEXE 設定されているサブプログラムの実行時間を表示します。表示される

4バ イトデータが設定時間 (mS)で す。

TlSは 0000固 定です。

(例)31323334

な し

☆18。

定周期書」り込み周期 設定されている定同期割り込み周期を表示します。表示される4バ イト

CYL INT   データは設定時間 (mS)で す。

不実行は0000に なります。

(例)35363738

=500ms

常18。
X1000

０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ５ ０ ０
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ステーション番暑

ST N

ボーレート

BRA T

コンピュータリンクで設定されているTlSの ステーション番暑が表示
されます。
表示される2ノヽイトデータがステーション番暑です。

(例)3940

= 2

X l

X 1 0

コンピュータリンクで設定されてしヽるボーレートが表示されます。
表示される6バ イトデータがボーレートになります。ただし、上位桁のO
はスペースとなります。

(例)414243444546

=960C

芸|0O O
0 0 0

0 0 0 0

Xl

Xl

パリティ/デ ータ長/ス トップビット

設定されているパリティ/デ ータ長/ス トップビットを表示します。表示
されている2バ イトデータを10進 で読みます。

パリティ

PAR

データ長
DLEN

ストップビット

SBIT

00:な し

01:奇 数
02:偶 数

07:7ビ ット
08:8ビ ット

0 1 : 1 ビ ット
0 2 : 2 ビ ット

９ ６ ０ ０
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3.8.11  カレンダ時計読み出し 《RT》

TlSに 内蔵されているカレンダ、時計のデータを読み出します。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1

( Ａ ADDRESS Ｒ Ｔ ＆ SUM ) C R

1    !チ
ェックサムは省B各司能

返信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

1718192021222324252627

母
一
翁
〓

移 ＆ Ｍ
Ｉ
Ｈ
υ
ｌ
Ｓ ) C R

(エラーのときは 〈CE〉 または くEE〉 が返信されます。)

●機能
TlSに 設定されている内蔵カレンダ、内蔵時計のデータを読み出します。表示はすべて2桁の
10進 数です。

●実行例
INPUT DATA   =(A01RT)

SEND DATA    =(A01RT&96)

RECEIVE DATA =(A01RT0001911004155911&BC)

正常実行 :91年 10月 4日 15時 59分 11秒

P Cス テータス 100 0 1 ( H A L T )

( Ａ ＤＤＡ ESS Ｒ Ｔ ＆ Ｍ
Ｉ
Ｕ
ｌ
Ｓ ) 一野

十
月
一
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3.8.12 カレンダ時計書き込み 《WT》

Tl Sの カレンダ、時計にデータを書き込みます。

送信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

17181920212223

一
一一抑７一

＆ SUM ) C R

l    lチ
ェックサムは省略可能

返信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

( Ａ
l

ADDRESS
1

Ｓ Ｔ 摩 >liS
| ■■■■' ■■■

1lVや ＆ Ｍ

Ｉ

Ｕ

ｌ

Ｓ
C R

(エラーのときは 〈CE〉 または 〈EE〉 が返信されます。)

●機能

送信した年月日時分秒のデータとTlS内 蔵のカレンダ、時計に書き込みます。データはすべて

2桁 の10進 数で指定します。データを1桁で指定した場合 (すべてのデータの合計が12桁 末

満の場合)、各データの上限値を超えた場合 (時亥」に25以 上のデータを指定)はエラーになり

ます。

データの書き込みが正常に行われるとPCス テータスが返信されます。

●実行例 1
1NPUT DATA   =(A01WT911005112049)

SEND DATA    =(A01WT911005112049&FC)

RECElVE DATA =(A01ST0001&58)

正常実行 :91年 10月 5日 11時 20分 49秒

●実行例 2
1NPUT DATA   =(A01WT911005251730)

SEND DATA    =(A01WT911005251730&FD)

RECEIVE DATA =(A01EE0052&41)

P C本 体エラー :時亥」に 25を 指定 (91年 10月 5日 25時 17分 30秒 )

PCス テータス :00 5 2 (伝 送フォーマットエラー)

( Ａ ADDRESS Ｗ Ｔ 一年
一

■
月
十

■
圏
十

一
甲

一熔

一
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3.8。  13 コンピュータリンクエラー 《CE》

コンピュータリンクのフォーマットチェック異常の内容を表示します。

送信テキスト

1  2  3 N-4N-3N-2N-l N

&l SUM )iCR

すべての送信テキストが対象になります。

返信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3

( Ａ
:

ADDRESS
i

Ｃ Ｅ 一髄
！

一
３
舟
■

一
齢
！

＆ S U M  )
l    i

C R

●機能

送信したテキストのフォーマットチェックを行つた結果、異常があった場合そのエラー番号を表
示します。

●実行例 1
1NPUT DATA   =(A01SS)

SEND DATA     =(A01SS&96)

RECEIVE DATA =(A01CE01&D9)

コマンドエラー:該当するコマンド(SS)が ない

0実 行例 2
1NPUT DATA   =(A01DRRW100,2YW100,3)

SEND DATA    =(A01DRRW100,2YW100,3&BE)

RECEIVE DATA =(A01CE02&DA)

伝送フォーマットエラー :レジスタ読みだし くDR〉

ない例

でレジスタ番号と個数の間のカンマが

６

( Ａ
ＳＳＥ

Ｉ
Ｄ
Ｈ

８

〔
リ
〔
υ
Ａ
〔 Ｄ

，
ＭＭ
‐
Ｃ

コンピュータリンクエラー番号にRR

コマンドエラー 該当するコマンドがない

フォーマットエラー 伝送フォーマットが一致しない

チェックサムエラー チェックサムが一致しない
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3.8。 14 PC本 体エラー 《EE》

コンピュータリンク時に発生したコント□―ラ本体の異常を表示します。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6   N - 4 N - 3 N - 2 N - l N

( Ａ
1

ADDRESS
t
C M D
:

&I SuM )iC R

すべての送信テキストが対象になります。

返信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

( Ａ
:

ADDRESS
i

Ｅ Ｅ 圭黙!轟|
11■|■■|■!:====11

＆ SUM ) C R

●機能
コンピュータリンク時に発生したTlS本 体の異常をくEE〉 に続<4桁 の10進 数で表示しま

す。
エラー番号およびその内容については 「3.8.l TlSエ ラー状態読み出し《ER》 」を参

照してください。

●実行例
INPUT DATA   =(A01EC02)

SEND DATA    =(A01EC02&DA)

RECEIVE DATA =(A01EE0114&40)

エラー番号0114(モ ードアンマッチ)i〈 EC=PC制 御〉コマンドで運転中に再度運

転を指定した例
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3.8.15 プログラムブロック読み出し 《RB》

TlSの プログラムをブロック単位で読み出します。

送信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

( Ａ
,

ADDRESS Ｒ Ｂ BLK
，
（
Ｕ

‥

Ｍ
Ｎ ＆ SUM ) C R

1    1チ
ェックサムは
省略可能

返信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1    2 0 2

( Ａ
3

ADDRESS
i

Ｒ Ｂ
,

B L K N 0

卜固定長192バ イト】

203204205 206 207

＆ SUM C R

●機能
・指定したブロックNO.(BLK No)に 対応するプロックのプログラムブロックを読み出
します。
・1回に読み出せるフロックのサイズは、192バ イトです。
・プロックNO.は 0000か ら1007ま で全1008ブ ロックです。
・プログラムの読み出しがプログラムエンドを含むブロックであったときは返信テキストの2
06バ イトロを

")"と
して返しますが、プログラムの最後でなしヽときは

")"の
薔わりに
";"

を返します。
・要求先のPCが プログラマからの要求を処理してしヽる場合は「伝送要求BUSY」 となります。

●
")"と " 

;"を 返す、プログラムサイズとブロック数の関係。

プログラムの
先頭

プログラム
サイズ

フロック0

ブロック1

フロック2

ブロック3

ブロックOで 要求 
" 
;"で 返す

フロック1で要求 
" 
;"で 返す

…ブロック2で要求 
")"で

返す
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●実行例

Y0025

口0001

Y002F
02048 8000」
002E Y002D Y002E Y002B Y002n Y0029 70028 Y0027 Y0028

00  TBH  T000][ 8000  MOV Y‖

00  TOH  T001]{VT004  BCD Y‖

INPUT DATA      =(A01RB0000)

SEND DATA =(A01RB0000&44)

RECEIVE DATA    =

(A01RB00002C0000032200380008052B00080204300254F000181F00030300083802F4C002E4C002

D4C002C48002B48002A48002948002848002748002640573000802043800281C0002036400050280

0800160804043800381C008203640005BE00080404&2F;

INPUT DATA      =(A01RB0001)

SEND DATA =(A01RB0001&45)

RECEIVE DATA    =

(A01RB00010803040700000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

00000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

000000000000000000000000000000000000000000&5B)

プログラムフロック読みだし完了 ブロック数=2

ロＹ

Ｔ

ｌ

　
　
Ｉ

■

　

　

８
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3.8.16 プログラムブロック書き込み 《WB》

TlSに 1ブロックのプログラムを書き込みます。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1    2 0 2

( Ａ
,

脳 ESS
i
Ｗ Ｂ B L K N 0

1    !    :
P R O G R A M  B L O C K

,

ト
ー 固定長 一料←固定長 192バ イト料

203204205 206 207

＆ SUM
／
C R

1    1チ
ェックサムは省略司能

返信テキスト

1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

( Ａ
,

ADDRESS Ｓ Ｔ 掛 ！母
| ■■■| : = 手! ■|

1111i二:liド, ＆ S U M  )
1    1

C R

●機能
・指定したブロックNO。 (BLK No)に 対応したプログラムブ由ックにプログラムを書き

込みます。
・1回に書き込むブロックデータのサイズは192バ イトです。
,ブロックNO.は 0000か ら1007ま で全 1008プ ロックです。
・プログラムのブロック書き込みを行うときは、プロック0よ り書き込みます。そのとき、2ブ

ロック以上連続で書き込みを行うときは、書き込み継続を行うため送信テキストの206バ イ

トロの
" 
;"を
")"に

して書き込みます。最終ブロックを書き込むときは
")"と

して行う

と継続終了となります。
・プログラムブロック書き込みはプログラム情報書き込みに続いて行つてくださしヽ。
・要求先のPCが プログラマからの要求を処理してしヽる場合は「伝送要求BUSY」 となります。



3章  コンピュータリンクモード

●実行例

R0020

R0021

トーー{D0203・D0202  D十

rED0201・ D0200  D十 D0205・D0204

D0207・D020B

D020日・D0208

D0211日D0210

→  Y103S口

T1038・Y‖0

Y1040・Y10

↓
　
　
　
　
↓
　
　
　
　
↓

トーー[ IFr81Y1030

ト

ー ー

屯  R T R l Y T 0 3 1 ] 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 … … … … … … … … … … … … 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〈

rED0101・ D0100 DMEIV Y1034・
R0003

R0004

R0005
トーー{D0205BD0204  D十
R0008
rED0207・ D020S  D十 T1042・YW04

HD

INPUT DATA      =(A01WB00002C0000032300300008054E00081E94499298399918054E00081F0

4400218300028051300086440082104300038051F0008C84008CC40082304300048051F0008CA400

8DE40082504300058051F0008CC4008D040082704300068051F0008CE40;

SEND DATA       i

(A01WB00002C0000032300300008054E00081E94499298399918054E00081F044002183000280513

00086440082104300038051F0008C84008CC40082304300048051F0008CA4008DE40082504300058

051F0008CC4008D040082704300068051F0008CE40&CO)

RECEIVE DATA    =(A01ST0001&58)

INPUT DATA      =(A01WB000108D24008290407000000000000000000000000000000000000000

001100000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

00000000000000000000000000000000000000000000000000000000000)

SEND DATA       =

(A01WB000108D2400829040700000000000000000000000000000000000000000000000000000000

00000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

000000000000000000000000000000000000000000&8A)

RECEIVE DATA    =(A01ST0001&58)

プログラム情報フロック書き込み終了 (ブロックNO.=15)後 、2フ ロック分のプロ
グラムフロック書き込みを実行。正常完了。
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3 . 9  コンピュータ リンク監視時間

(1)送 信/受 信監視時間
コンピュータリンクは、交信テキストが送信及び受信する時間を監視してしヽます。各ボー

レートにおいて、交信テキストの送/受 信時間が次の監視時間を越えないように注意して

くださしヽ。

T e x t  w o r d s

N-4N-3N-2 N-l   N

＆ SUM )/; C R

1 2 3 4 5 6

ト

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

送 / 受 信 時 間

― 一 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一

引

(監視時間以下としてくださしヽ)

ボーレート 監視時間

300 bps 96s

600 bps 48s

1200 bps 24s

2400 bos 12s

4800 bos 6s

9600 bps 3 s

19200 bps 1 . 5 s

*監 視時間を越えた場合無応答となります。

(2)出 力禁止時間

ホス ト側のコマンド送信は、前回の応答テキストを受信後、一定時間 (出力禁止時間)後

に送信してください。

ホスト

TlS
ステーションN ステーションN

|コマンド|の タイミングの場合 i応答 |が 出力禁止時間に入つてしまうため、ステ
ーションN

の応答エラーとなります。

出力禁止時間

ステーションN

ボーレート 出力禁止時間

300 bps

1 0rns

600 bps

1200 bps

2400 bps

4800 bps

9600 bps

19200 bps

回線上
データ

出力禁止時間
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4章  データリンクモード

4.1  デ ータ リンク機能

データリンクモードは、リンクポートを使用して、2台 のTlS間 で自動的にデータリンクを

行う機能です。

データリンクを行うための特居」のプログラムは必要ありません。
この機能を使うことにより、2台 のTlS間 でのデータリンクシステムを、容易に構築するこ

とができます。

この機能を行うためには、1台のTlSは ステーション番号を1に、他力のTlSは ステーショ
ン番号を2に 設定します。ステーション番号の設定は、コンピュータリンクモード(リンクポ
ート)と 同様に、TlSの システム情報メモリに書き込むことにより行います。

データレジスタD0000～ DO031(32ワ ード)が、データリンクのために書」り当てら

れます。
ステーション番号1の D0000～ D0015の データが、ステーション番暑2の D0000
～D0015に 、ステーション番暑2の D0016～ D0031の データが、ステーション番
号1の D0016～ D0031に 各短転送されます。

ステーション番号 1 ステーション番号2

32ワ ードのデータの最小更新周期は、約50msで す。
データの更新周期は
50ms+ス テーション番号イの下lSスキャンタイム十ステーション番号2のTl Sスキャンタイム

となります。

4.2  システム構成

下図にシステム構成を示します。

TlS(ス テーション No.1) Tl S(ステーション No.2)

RS-485,

補足

データリンクはTlS以 外にT2E/T2Nが サポートしてしヽます。TlSと T2E/
T2Nと の間でも、RS-485で のデータリンク機能によるリンクが司能です。
T2E/T2Nの データリンクレジスタはファイルレジスタ (F0000～ F0031)
になっています。
T2E/T2Nの 通信機能の詳細は別冊の 「T2E/T2N通 信機能説明書」をご覧く
ださしヽ。
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TlS電 源 OFF

TlS電 源 ON

データリンクモード

に設定

ステーション番号の設定

(HALTモ ードにて)

EEPROM書 き込み

(HALTモ ードにて)

Tl S電 源 OFF

TlS電 源 ON

RUNモ ードにする

データリンク機能

動作開始

4.3 セットアップ手順

データリンク機能のセットアップ手順を以下に示します。

2台 のTlSを 、RS-485で 接続します。
4.4節 参照

SW056=1と しデータリンクモードに設定し
ます。4.5節 参照

ステーション番号を1(ま たは2)に 設定しま
す。4.6節 参照

データリンクモードは電源投入時のSW056

の内容で決定されるので、電源を再投入しま

す。

ステーション番号 1及 び2の 各短のTlSに つしヽて、上記手順にて設定を行つて下さしヽ。
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4.4 伝送ケーブル接続

以下に接続例を示します。
・通信ケーフルとしては、RS-485規 格に適含した通信ケーフル (シールド付きツイ
ストペアケーブル)を使用して<だ さい。なお、シールドは確実に1点接地してください。

ステーション1                  ステーション2
シールド付きツイストペアケーブル

TXA TXA

准 ＼ / _ 蝋

|

TXB TXB
Ｌ

　

Ｆ

RXA RXA

Ж  /＼ ___XXRXB RXB

S G S G
1  1 |  !

・ 両方のTlSの 通信ポート (端子台)で 、RXA― RXB間 に終端抵抗 1/2W-120Ω
を選択します。

一　
ｍ

一　　　　　　ム・・一一ｒ【【一一

一
大
一
車駁
一一一一

“
上



ド
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4 . 5  動 作モー ド設定

リンクポートの機能はTlSの 特殊レジスタSW056に 設定されたデータで選択されます。

機能の決定は電源投入時に決定されます。SW056の データを書き換えても電源が再投入さ

れるまで、機能は変更されません。

データリンク機能を選択するには、特殊レジスタSW056に
"1"を
セットしてください。

(工場出荷時 SW056=0に なつています。)

プログラマでSW056に
"1"を
セットします。

設定後、必す 「EEPROM書 き込み」コマンドを実行して下さしヽ。

この後一度電源をOFFし 、高度電源を投入した時点でデータリンク機能の選択が確定します。
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4 . 6  伝送パラメータ設定

データリンク機能を使用する場合、1台のTlSは ステーション番号1に、他方のTlSは ス

テーション番号2に 設定します。

TlSを HALTモ ードにし、「システム情報」のコンピュータリンクの項にステーション番
号 (1ま たは2)を 設定してくださしヽ。

(T一 PDS画 面例)

データリンクのステーション番暑の設定が完了したら、電源をOFFす る前に必すTlSの
EEPROMに 書き込みを行つてくださしヽ。

補足

1.デ ータリンクのステーション番号は、「システム情報」のステーションNo.の 設
定を書き込み後、有効となります。
ただし、電源再投入時、イエシャルローディングが行われるため、電源OFF前 に
EEPROM書 込みを行つてください。

2.デ ータリンク機能のステーション番号の設定は
“
1"ま たは

“
2"で す。

< システム情報

プログラム容量

サンプリングバッファ

停電保持範囲指定
R‖000  -

T000   -

8000   -

D0000  -

1 5 .スタートモード
スタンバイ オート

16.スキャンロ寺間   [ ]x10■S

サブプログラム実行時間
1 -  100 ■S   [   inS

定周期割り込み周期
1 ハ▼ 1000 ■S  [    ]nS

コンピュータリンク
ステーシヨンHD.      [ 1]    ぐ
ホ
｀`―レート       [ 9800]BPS

とiりこと   無し,重数偶数
テ
｀`―夕f記           [B]Bit
ストッフ
°
と
｀
ット     1     2

ここにステーション番号を設定します。

他の通信パラメータは無視されます。
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4 . 7  R A S 情 報

データリンクの正常性をプログラム中で監視するために、下表のステータスフラグが準備され

ています。
受信データの正当性をチェックするために、これらのフラグを使用して下さい。

デバイス 機能

S058D

交信相手の運転モードを示します。

ONi RUNモ ード

OFF:HALTま たはERRORモ ード

S058E

通信状態を示します。

ON: 正常

OFF:通 信エラー発生

上記のフラグは、常に最新の状態を示しています。
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4.8 サンプルプログラム

データリンクモードの利用プログラム例を以下に示します。

RW000～ RW015の 16ワ ードのデータがステーション1か らステーション2に 転送
され、RW020～ RW035の 16ワ ードのデータがステーション2か らステーション1に
転送されます。
この例では、データリンクの正常性は、S058Dと S058Eの AND条 件で確認していま
す。

ステーション1

RW000 ～ RW015

RW020 ～ RW035

ステーション1のプログラム

ステーション2

RW000 ～ RW015

RW020 ～ RW035

回路1:S058Dと S058Eが 共にONの とき (データリンク正常時)、 R1000

をONに セットし、D0016～ DF0031に 受信したデータをRW020
～RW035に 転送します。
もし、S058Dま たはS058Eが OFFし て300ms以 上復帰しないと
きには (データリンク異常時)、 R1000を OFFに リセットします。

回路2:RW000～ RW015の 16ワ ードデータをD0000～ D0015に 転送
します。
これらのデータは、ステーション2の TlSに 送信されます。
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ス

　

　

ー
　
　
　
２

ム

(0018)R‖
R1000

T000

)D001

回路li S058Dと S058Eが 共にONの とき (データリンク正常時)、 R1000

をONに セットし、D0000～ D0015に 受信したデータをRW000～

RW015に 転送します。
もし、S058Dま たはS058Eが OFFし て300rns以 上復帰しないと

きには (データリンク異常時)、 R1000を OFFに リセットします。

回路2:RW020～ RW035の 16ワ ードデータをD0016～ D0031に 転送
します。
これらのデータは、ステーション1の TlSに 送信されます。

ログラ

O TMBV

O  TOF
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5章  フリーポートモード

5。 1  フリーポート通信機能

フリーポートモードは、TlSに 、マイクロコンピュータ、ブヽ―コードリーダ、プリンタ、表
示器等の種々のシリアルASCil機 器を接続するために使用します。
このモードでは、TlSは 任意の電文 (メッセージ)を 自発的に送信することが可能です。従
つて、TlSと 他のPCを コンピュータリンク手llMで接続したり、TlSと インパータ (東芝
VF一 S7等 )を インバータの通信手順で接続し、通信を介して制御 ・監視することが司能と
なります。

このモードでは、TlSは 任意のメッセージをリンクポート(RS-485)を 介して送受信
します。

ここで言うメッセージとは、任意の文字 (ASCIIコ ード)で 構成され、単一の終了コード
で終わる、ひとかたまりの文字列を意味しています。終了コードの初期値は、CR(キ ャリッジ
リターンコード = HOD)で す。

適合メッセージフォーマット (終了コードを設定しない場合)

1 2 3 4    N - l  N

C R

N: メッセージ長 = 最大512ノ イヽト

言い方を変えると、フリーポート機能は、メッセージによつて終了コードが変化する場合、及
びメッセージ中に終了コードが含まれるような場合には適用できません。



5章  フリーポートモード

フリーポートモードでは、通信 (メッセージの送受信)は 、TlSの プログラムによって制御
します。具体的には、送受信の実行には、拡張データ転送命令 (XFER)を 使用します。

送信 :

送信を開始する場合には、TlSの レジスタに、送信するメッセージ (ASCil文 字列)を

準備します。このメッセージの最後には、規定の最終コードが必要です。
この状態で、XFER命 令によって、そのメッセージの送信を実行します。

TlS

レジスタ

M S B     L S B

Ｂ Ａ

“
D"

“
C"

“
F" Ｅ

Ｈ
“
G"

C R

RS-485

受信 :

あるメッセージを受信した揚合には、そのメッセージは、一旦受信バッファに格納されます。

受信パッファは、512バ イトのサイズのリングパッフアです。

受信バッファに格納されたメッセージは、XFER命 令を実行することにより、1メ ッセージ

単位で読み出され、ASCII文 字列のまま、指定したレジスタに格納されます。

TlS

レジスタ

M S B     L S B

送信回路

XFER命 令

`OJ“1' ６ ＲＣ

XFER命 令 RS-485

TlSで は、ASCII文 字列から16進 データヘの変換/逆 変換命令(ATOH/HTOA)

をサポートしています。これらの命令を使用することにより、ASCll文 字列の取り扱しヽが

容易になります。5.9節 参照。

“

1 "
０

３ “
2"

“
5" ４

C R ６

受信回路

及び

受信バッファ

ＲＣ Ｈ Ｂ Ａ
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5。 2  システム構成

下図にフリーポートモードのシステム構成を示します。
TlSは リンクポート(RS-485)を 介して、シリアルASCil機 器に接続されます。

Tl S

RS-485

二

務
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5。 3 セットアップ手順

フリーポート機能のセットアップ手順を以下に示します。

TlS電 源OFF

伝送ケーフル接続

TlS電 源ON

フリーポートモードに設定

伝送パラメータの設定

(HALTモ ードにて)

通信制御吉B劣を含む
プログラム作成

(HALTモ ードにて)

EEPROM書 き込み
(HALTモ ードにて)

Tl S電 源OFF

TlS電 源ON

RUNモ ードにする

フリーポート機能

動作開始

リンクポート(RS-485)で 、TlSと シ

リアルASCII機 器を接続します。 (5.4

節参照)

SW056=2と しフリーポートモードに設定
一一一一します。

(5.5節 参照)

ステーション番号、ポーレート、パリティ、

データ長、ストップビットを設定します。

(5.6節 参照)

一一……通信制御プログラムについては5。 8節 参照

フリーボートモードは電源投入時の
一一……SW056の 内容で決定されるので、電源を

再投入します。
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5。 4 ケーブル接続

1対 1接続

(4線 式接続)

TlS

(リンクポート) シ
ールド付きツイストペアケーブル シリア)レASCII機 器

TXA
′、

RXA

| |TXB RXB

一　

一

一　

一

Ｌ

　

　

Ｆ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

ド

RXA TXA

RXB TXB

S G S G

t i                    キi    
~

上
……………
嘉
‐
1‐点
…耳
R判/2W-120Ω

・ 1/2 W-120Ω の終端抵抗を、TlSリ ンクポートの端子台のRXA一 RXB間 と、
接続機器側のRXAと RXB間 に接続して下さしヽ。
・ 通信ケーフルとしては、RS-485規 格に適合した通信ケーブル (シールド付きツイス
トペアケーフル)を 使用して下さい。なお、シールドは確実に接地して下さしヽ。

(2線 式接続)

T l  S

(リンクポート) シ
ールド付きツイストペアケーブル シリアルASCil機 器

TXA Ａ

! |
＼

澪TXB
/ ∨ ＼ Ｂ

メ
i :
RXA

RXB

S G S G,  !

最大lkm 
    R判 /2W-120Ω

・ 1/2 W-120Ω の終端抵抗を、TlSリ ンクポートの端子台のRXA一 RXB間 と、

接続機器側のA― B間 に接続して下さい。
・ 通信ケーフルとしては、RS-485規 格に適台した通信ケーフル (シール ド付きツイス

トペアケーフル)を 使用して下さしヽ。なお、シール ドは確実に接地して下さい。

Ｒ

Ｒ
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工
占

唱

　

　

　

　

抗

Ω

♂
十
一ｒ
‐
‐
‐
‐
離
２。
終

２

1対 N接 続

Tl S シールド付きツイストペアケーブル
シリアルASCII機 器

シリアルASCII機 器

最大ケーフル長 lkm

(全長)

終端抵抗1/2W-220Ω を、両終端周のRXAと RXB間 及びTXAと TXB間 に接
続して下さい。
通信ケープルとしては、RS-485規 格に適含した通信ケーブル (シールド付きツイス
トペアケーフル)を 使用して下さい。なお、シールドは確実に接地して下さい。

主

一一

抗

Ω

抵

Ｏ

ヽ

―

州

―

端

２

終

２
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5。 5  動 作モ
ー ド設定

リンクポートの機能はTlSの 特殊レジスタSW056に 設定されたデータで選択されます。

機能の決定は電源投入時に決定されます。SW056の データを書き換えても電源が再投入さ

れるまで、機能は変更されません。

フリーポート機能を選択するには、特殊レジスタSW056に
"2"を
セットしてくださしヽ。(工

場出荷時 SW056=0に なつています。)

プログラマでSW056に
"2"を
セットします。

設定後、必す 「EEPROM書 き込み」コマンドを実行して下さい。

この後一度電源をOFFし 、再度電源を投入した時点でフリーポート機能の選択が確定します。
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5 . 6  通信パ ラメータ設定

通信パラメータは、TlSの システム情報に書き込みます。

TlSを HALTモ ードにして、下図のように通信パラメータを設定して下さい。

(T一 PDS画 面例)

の設定を行しヽます。

ステーションNo.の 設定は無視されます。

上記設定を行つた後、電源を切る前にTlSの 内蔵のEEPROMに 書き込んでおいて下さい。
これらの設定は、プログラムと共にEEPROMに 保存されます。

補足

フリーポート機能の通信パラメータは、 「システム情報」のコンピュータリンクの

項の設定を書き込み後、有効となります。

ただし、電源再投入時、イエシャルローディングが行われるため、電源OFF前 に

EEPROM書 込みを行つてください。

< システム1青報

プログラム容量 16.ス キャン時間   [ ]x103nS

17,サ ブプログラム実イコ寺間

14,10■Sタイマ範囲指定
T000   -

1 5 .スタートモード
スタンバイ

1 ～  100 RS   [   ]■S

定周期割り込み周期
1 - 1000 mS  [    〕■S

コンピュータリンク
ステーシヨンH3.       [ 1]
ホ
｀`一レート       [ 9800]BPS

ストッフ
°
ヒ
｀`
ット     1     2

ボーレート、パリティ、データ長、及びストップビッ
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5,7 メ ッセージフ ォーマ ッ ト

メッセージはASCII文 字列と、規定の終了コードによって構成されます。
終了コードの初期値 (特に設定しなしヽときの値)は、CR(キ ャリッジリターンコード=HOD)

です。終了コードの変更方法については、5.8,1節 を参照して下さい。

メッセージの最大長は、512バ イトです。
下図にメッセージの例を示します。

この例で、
“
x"はASCil文 字を表しています。例えば、

“
0"は H30を 意味します。

上記のメッセージを送信するときにレジスタに準備すべきデータ、及び上記のメッセージを受
信したときにレジスタに格納されるデータの配列は下記の通りです。

レジスタ

n

n + 1

n + 2

n + 3

n + 4

０７

０

“
A"

“
2"

“
7"

“
B"

“
9"

“
8"

C R

通信メッセージ
“
0"

“
2"
“
A"
Ｂ

“
7"
“
8"
“
9"

C R
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5。 8 プログラミング

5.8.1  終了コードの変更

終了コードの初期値は、CR(キ ャリッジリターンコード=HOD)で す。

終了コードの変更は、第 1ス キャンで、SW058に 変更したしヽ値を書き込むことによつて司

能です。

8 7

SW058 H00    1  新終了コー ド

プログラム例 :

(サブプログラム1)

上記は、終了コードをH03に 変更する例です。この例では、サフプログラム1

(イエシャルプログラム)で 、SW058に H0003を 書き込んでいます。
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5.8。 2 受信動作

1つのメッセージが受信されると、そのメッセージは一旦受信バッファに格納されます。受信

バッフアは、512バ イトの容量のリングパッフアです。

受信バッファに格納されたメッセージを読み出して、指定したレジスタに格納するために、拡

張データ転送命令 (XFER)を 使用します。

XFER命 令 (メッセージ受信):

入カ ー [Д  XFER β → σ ]一一出カ

オペラン ド湾 :転送元

F 8 7

256(256ワ ード)固 定

g十ア                      レジスタを間接的に指定
H 0 3 : R W

H 0 4 : D

動作 :

XFER命 令の入力がONの とき、受信パッファからの読み出し動作が実行されます。実行ス

テータスは、g+7の レジスタに反映されます。

正常受信完了は、 「g十 アが0」 かつ 「g+2が 0以 外」の条件で判定します。

β+7(実 行ステータス):H0000.… 正常完了

H0001...通 信エラー発生 (パリティ、フレーミングエラー)

H0002.… メッセージ長オーバー発生 (512バ イト超過)

H0003.… 受信バッファオーバーフロー発生

H0004.… 受信タイムアウト発生 (次ページ参照)

H0006.… 多重実行

宏+7                   ←リンクポート指定(受信)

オペランドg !パ ラメータ
F

g

g + 7

β+ 2

オペラン ドσ :転送先

F 8 7



5章  フリーポートモード

メッセージ受信時、先頭文字から終了コードの受信完了までが下表の時間を超えると、受信タ

イムアウトとなります。

ボーレート タイムアウト時間

300 bos 30s

600 bos 15s

1200 bps 12s

2400 bps Ｓ８

4800 bps Ｓ４

9600 bps Ｓ３

19200 bps 1 . 5 s

プログラム例 :

ロロBロロ][SET Rロ

回路1:XFER命 令のためのパラメータ設定。
Dl100以 降の256ワ ードを、受信メッセージ格納用として確保していま

す。

回路2:R0100を ONに セットすると、受信動作が開始されます。
正常に受信完了すると、受信メッセージはDl1 00以 降に格納され、R0101

がONと なります。

通信エラー等が発生した場合またはパラメータ異常等によりXFER命 令の命

令実行エラーが発生した場合 (S0051=ON)に は、R0102が ONと

なります。

回路3:R0101及 びR0102を 確認した後で、R0100を OFFに リセットす

ると、R01 σlと R0102は OFFと なります。

このプログラムを組み込んで使用する場合、プログラムのメイン処理の部分でますRO

100を ONに セットします。その後、あるメッセージが受信されると、R0101(正

常受信時)ま たはR0102(エ ラー発生時)が ONと なります。R0100を OFF
にリセットし、必要な処理を行つて下さしヽ。正常受信完了であれば、Dl1 00以 降に

受信メッセージが格納されていますので、受信メッセージの処理を行つて下さい。
処理が終わり、次の受信の準備が整つたら、再度R0100を ONに セットして下さい。

Ｈ‐Ｈ‐Ч的日　　　　　　皿Ｈ

‐』口‐卜‐‐卜愉愕口‐」ｉ‐卜‐‐卜愉性口‐

１

　

　

　

　

　

　

　

２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３
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5.8.3 送信動作

メッセージを送信する場合には、送信するメッセージ (ASCil文 字列十終了コード)を レ

ジスタ上に準備した上で、拡張データ転送命令 (XFER)を 実行します。

XFER命 令 (メッセージ送信):

入カ ー [湾  XFER g→ θ ]_一 出力

オペランド湾 :転送元
F         8 7         0

宏+7トギ蟻鶏等なf~レ補 ら
に指定

H 0 4 : D

オペランドg :パ ラメータ
F

宮+7

オペラン ドσ :転送先

F         7         0

1～256ワ ード

〕<一―:Jンクポート指定(送信)

動作 :

XFER命 令の入力がONす ると、湾で間接的に指定されたレジスタ以降のメッセ
ージ (終了

コードまで)が 、送信開始されます。

実行ステータスは、g+7の レジスタに反映されます。

g十 ブ (実行ステータス)iH0000.… 正常完了

H0001,… メッセージ送信中

H0002.… 通信ビジー (他の送受信処理中、送信不実行)

H0003.… リセット発生 (送信中断)

H0004.… 送信タイムアウト (下記参照)

H0005.… 送信メッセージ長オーバー (指定のレジスタ範

囲に終了コードなし)

θ

σ+7

H00  1   H30

H0000
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メッセージ送信時、先頭文字から終了コードの送信完了までが下表の時間を超えると、送信タ
イムアウトとなります。

ボーレート タイムアウト時間

300 bOs 30s

600 bps 15s

1200 bps 12s

2400 bps 8 s

4800 bps 4s

9600 bps 3 s

19200 bps 1.5s

プログラム例 :

日00口4 HOU

00048 HOU

D1010][ 日150口 HOU D101

D1812][8000口  HOり Dlロ

0口256 HOU D1014][8000口  HOU

R口201 R0202

1トーー[RST R0281][RST

回路1:XFER命 令のためのパラメータ設定。
D1500以 降の256ワ ードを、送信メッセージ格納用として確保していま
す。

回路2:R0200を ONに セットすると、D1500以 降に準備したメッセージの送
信動作が開始されます。送信が正常に完了すると、R0201が ONと なります。
通信実行上のエラーが発生した場合またはパラメータ異常等によりXFER命
令の命令実行エラーが発生した揚含 (S0051=ON)に は、R0202が
ONと なります。

回路3:R0201及 びR0202を 確認した後で、R0200を OFFに リセットす
ると、R0201と R0202は OFFと なります。

このプログラムを組み込んで使用する場合、プログラムのメイン処理の音8のでます
D1500以 降に送信メッセージ (終了コードも必要)を 準備します。その上で、
R0200を ONに セットします。これによって送信動作が開始されます。動作が完了す
ると、R0201(正 常送信時)ま たはR0202(エ ラー発生時)が ONと なります。
これらの完了ステータスを確認の上、R0200を OFFに リセットして下さい。
なお、送信動作実行中は、D1500以 降に準備した送信メッセージを書き換えなしヽで
下さしヽ。

RST S0051]{p101ロ
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5。 8.4 リセット動作

S058Fを ONに セットすることにより、フリーポート機能のリセットが可能です。

リセット動作により、下記の初期化が行われます。
・ 通信ポートの初期化 (RS-485)
・ 受信バッファ及び通信エラー情報の初期化
・ 終了コードの再設定 (SW058の 下位バイトのデータにて)

リセット動作が完了すると、S058Fは 自動的にOFFに 戻ります。

リセット後の通信動作の再開は、S058Fが OFFに 戻つたことを確認してから行つて下さ

しヽ。

受信処理実行中にS058Fが ONに セットされた場合、リセット動作は、受信処理

が終了してから開始されます。
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5.9 関連命令語

5.9.1  拡張データ転送命令 (XFER)

FUN 236 XFER I拡張データ転送

表現

入カ ー [湾  XFER g→ σ ]_一 出力

機能

入力がONの とき、沼と湾十アで間接指定される転送元と、σと0+ア で間接指定される転送先との間で、
フロック転送が行われます。転送サイズ (ワード数)は gで 指定されます。
転送サイズは、 1～ 256ワ ードです。 (EEPROMへ の書き込み時を除く)
転送可能な組み合わせは、以下の通りです。
・ 本体レジスタ ー 本体レジスタ
。 本体レジスタ ー 拡張 Fレ ジスタ (iCメ モリカードまたはT2E/T2Nの 内部メモリ)
・ 本体レジスタ ー TOSLiNE一 S20/S20LP/2000E
・ 本体レジスタ ◆ EEPROM(Dレ ジスタ)
・ 本体レジスタ ー T2E,T2N,TlS通 信ポート

実行条件

入力 動作 出力 ERF

OFF 不実行 O F F

O N 正常実行 O N

エラー発生時 (備者参照) O N S e t

転送元パラメータ       転送サイズ及びステータス      転送先パラメータ

刀

沼十/

B a n k / C H  I   種局」

先頭アドレス

転送ワード数

ステータスフラグ

(最大 16ワ ード)

Bank/CH I   種局」

先頭アドレスθチ θ十

θ十/σ

・ 転送対象 (種別)に つしヽては、以降の表を参照下さしヽ。
・ ステータスフラグは、TOSLINE一 S20/2000Eが 転送元のとき、またはTlS/T2E/T
2Nの 通信ポートが転送元/転 送先のときに付加されます。

オペランド

名称 デバイス レジスタ 定数 デ

ス

ン

ク

イ
　
ツ

× Ｙ Ｓ Ｌ Ｒ Ｚ Ｔ Ｃ | Ｏ Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｓ

Ｗ

Ｌ

Ｗ

Ｒ

Ｗ

Ｗ Ｔ Ｃ Ｄ F Ｉ

Ｗ

Ｏ

Ｗ

| Ｕ Ｋ

湾 転送元パラ

メータ

○ Ｏ ○ Ｏ ○ ○ Ｏ Ｏ ○ ○ ○

占 転送サイズ ○ ○ Ｏ ○ ○ ○ ○ Ｏ Ｏ ○ ○

6 転送先パラ
メータ

Ｏ ○ ○ ○ ○ 〇 Ｏ ○ ○ ○



5章  フリーポートモード

転送パラメータ

*1)通 信ポートが転送元 (受信)の ときは256ワ ード固定。
*2)通 信ポートが転送元 (受信)の ときは2ワ ードのステータスフラグが付加され、転送先 (送信)の と
きは1ワードのステータスフラグが付力Bされる。

転送対象 Bank/CH 種居」 先頭アドレス 転送ワード数
ステータス
フラグ

本
体
レ
ジ
ス
タ

XW/YWレ ジスタ ０ H00 0-511(T3H)

0-255(T3)

0-127(T2N)

0-63(T2/T2E)

1-256(T3H/T3)

1-64

(T2/T2E/T2N)

な し

Wレ ジスタ ０ H01 0-1023(T3/T2/T2E)

0-2047(T3H/T2N)

1-256 な し

LWレ ジスタ ０ H02 0-255

(T3H/T3/T2/T2E/T2N)

1-256 な し

RWレ ジスタ ０ H03 0-999(T3H)

0-511(T3)

0-255(T2N/Tl S)

0-127(T2/T2E)

0-63(Tl)

1-256(T3H/T3)

1-128(T2/T2E/

T2N)

1-64(T1/TlS)

な し

D レジスタ ０ H04 0-8191(T3H/T3/T2N)

0-4095(T2/T2E/TlS)

0-1023(Tl)

1-256 な し

F レジスタ ０ H05 0-32767(T3H)

0-8191(T3)

0-1023(T2/T2E/T2N)

1-256 な し

拡張 Fレ ジスタ

(I Cメ モリカード)

1-15(T3H/T

3/T2)

H05 0-8191 1-256 な し

1-2

(T3H)

H06 0-65535(Bank l)

0-57343(Bank 2)

1-256 な し

拡張 Fレ ジスタ

(内部メモリ)

1-3

(T2E/T2N)

H05 0-8191 1-256 な し

T O S L I N E一 S2 0 / S

2 0 L P

スキャンメモリ

1-2(T3H/T3)

1(T2/T2E/

T2N)

H10 0-4095(S20とP)

0-1023(S20)

1-266 あり

TOSLINE-2000E

スキャンメモリ

1-2(T3H/T3) H12 0-2047 1-256 あ り

EEPROM(Dレ ジス

タ)

０ H20 0-8191(T3H/T3/T2N)

0-4095(T2)

0-2047(Tl S/T2E/T2N)

0-511(Tl)

読み出し時 i

l-256

な し

書き込み時 :

1-128(T3H)

1-64(T3)

1-32(Tl S/T2/

T2E/T2N)

1 - 1 6 ( T l )

通信ポート
(T2E/T2N/TlS)

０ H30 ０ 1-256ホ 1 あり
Ⅲ2
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本体レジスタ ー TlSリ ンクポート

く受信動作〉

動作 :

命令語の入力がONの とき、リンクポートに受信した 1つ のメッセージ (先頭文字から終了コード

まで)を 、受信バッファから読み出して、指定した本体レジスタに格納します。

転送サイズは256ワ ー ド固定です。 (実際の格納サイズはメッセージ長によります)

実行ステータス及び受信メッセージ長 (バイト長)は 、ステータスフラグに反映されます。

この命令語の入力は、受信動作完了までONに 保持する必要があります。

実行例 :

11坪 :呈二{コBO。。 xFER  Dロロロ2   →  D日085

転送元指定       転送サイズ/ス テータス        転送先指定

D0000

D0001

H00  1  H30

00000

00256(固 定)

実行スデータス

受信メノを―ジ長

H00  1  H04

00100

D0002

D0003

D0004

５

６

０

０

０

０

０

０

Ｄ

Ｄ

(リンクポート) D0100(本 体レジスタ)

R0000が ONの とき、 1つ の受信メッセージ (終了コードまで)を 読み出し、D0100以 降

に格納します。

実行スデータス : H0000・ …正常完了

H0001 …・通信エラー (パリティエラー、フレーミングエラー)

H0002… ・受信メッセージ長オータヽ一 (512メ イヽ ト超過)

H0003・ …受信バッファオーメヽ―フロー

H0004・ …受信タイムアウト発生

(先頭文字から終了コード受信までの時間監視)

ボーレート 監視時間

300 bps 30秒

600 bps 15秒

1200 bps 12秒

2400 bps 8秒

4800 bos 4秒

9600 bps 秒３

19200 bps 1.5秒

受信メッを―ジ長 :0.… ……………… 受信メッセージなし (受信末完了)
1～ 512.… …… 受信メッセージ長 (メヽイト数)

備者 :

命令語エラーフラグ (S0051)は 、以下の場合にONと なります。 (このとき命令語は不実行)
・転送元指定の先頭アドレスの部劣が0以 外
・転送サイズ指定が256以 外
・リンクポートのモード設定がフリーポートモード以外
・サブプログラムキ1にて実行された



ド
一モト一ポ一Ｊフ圭早

５

く送信動作〉

動作 :

命令語の入力がONの とき、転送元指定の本体レジスタに準備した 1つ のメッセージ (先頭文字か
ら終了コードまで)を 、リンクポートから送信します。

実行ステータスは、ステータスフラグに反映されます。
この命令語の入力は、送信動作完了までONに 保持する必要があります。

実行例 :

D0500(本 体レジスタ) (リンクポート)

R0001が ONの とき、D0500か らD0511の 12ワ ードの領域に準備されたメッセー

(終了コードまで)を 、リンクポートから送信します。

実行スデータス : HO000・ …正常完了

H0001 ・・・送信動作実行中

H0002・ ・・通信ビジー (他の送受信処理中、送信不実行)
H0003・ ・・リセット動作中 (送信中断)
H0004… ・送信タイムアウト発生

(先頭文字から終了コード受信までの時間監視)
ボーレート 監視時間

300 bps 30秒

600 bDS 1 5 秒

1200 bps 12秒

2400 bps 8秒

4800 bps 4秒

9600 bps 秒３

19200 bps 1 . 5秒

H0005… ・送信メッセージ長オーバー (指定範囲に終了コードなし)

備者 :

命令語エラーフラグ (S0051)は 、以下の場合にONと なります。 (このとき命令語は不実行)
・転送先指定の先頭アドレスの部分が0以 外
・転送サイズ指定が1～ 256の 範囲外
・通信カードのモード設定がフリーポートモード以外
・サブプログラム浮1にて実行された

1 1 旦
呂

口

: 二

一

{ D 。
。 1 。  x F E R   3 0 0 1 2    

→
  D ロ ロ 1 5 ] 一

一 一 一 一 一 ― 一 ― ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― 一 一 一

|

転送元指定       転送サイズ/ス テータス        転送先指定

D0010
~ 
      D0011

川00  1  川04

00500

D0012

D0013

00012

実行スアータス

D0015

D0016

H00  1  H30

00000
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5. 9, 2 HEX→ ASCII変 換 (HTOA)

FUN 62 HTOA HEX→ ASCil変 換

表現

入カ ー [沼 HTOA(79)g]一 一出力

機能

入力がONの とき、湾から始まる79ワ~ド の 16進 データをASCil

変換はスの最上位桁から開始され、湾の最上位桁がgの 下位バイトに、

ワード数 /9の有効範囲は 1～ 32で す。

文字に変換し、g以降に格納します。
としヽう順番で行われます。

実行例

11旦]0:呈一{Hwl。 。  HTO台 〔B4〕

R0010が ONの とき、RW100か らRW103の 4ワ ードの16進 データが、ASCII文 字に

変換され、D0220以 降の8ワ ードに格納されます。

8 7

R W 1 0 0

RW1 01

RW102

RW103

HEX→ ASCil変 換

*牙ペランドAに インデックスレジスタまたは定数を使用した場合はn=1の み実行できます。
(n>1の ときはバウンダリーエラーとなり、実行しません。)

H0123

H4567

H89AB

HCDEF

D 0 2 2 0

D 0 2 2 1

D 0 2 2 2

D 0 2 2 3

D 0 2 2 4

D 0 2 2 5

D 0 2 2 6

D 0 2 2 7

1'(H31)
“
0'(H30)

・
3"(H33)

“
2"(H32)

“
5'(H35)

“
4"(H34)

・
7"(H37)

“
6"(H36)

“
9"(H39)

“
8"(H38)

“
B"(H42)

“
A"(H41)

“
D"(H44)

“
C"(H43)

“
F"(H46)

“
E"(H45)

実行条件

入力 動作 出力

O F F 不実行 OFF

O N 正常実行 O N

オペランド

名称 デバイス レジスタ 定数 インデ

ックスＸ Ｙ Ｓ Ｒ Ｔ Ct Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｓ

Ｗ

Ｒ

Ｗ

Ｔ Ｃ Ｄ 1 Ｊ Ｋ

沼 変換元 ○ ○ ○ ○ Ｏ ○ ○ Ｏ ○ ○

カ サイズ 1-32
５ 格納先 ○ ○ ○ Ｏ ○ Ｏ



5章  フリーポートモード

5.9.3 ASCII → HEX変 換 (ATOH)

FUN 66 ATOH ASCil →  HEX変 換

表現

入カ ー [沼  ATOH(/9)g]_一 出力

機能

入力がONの とき、沼から始まる/9ワー ドのレジスタに保存されたASCil文 字を 16進 データに変換し、
g以 降に格納します。変換は湾の下位ノヽイトから開始され、力の下位バイトがθの最上位桁に、という順番
で行われます。変換元として有効なASCil文 字は、

“
0"(H30)～

“
9"(H39)及 び

“
A"(H41)

～“F"(H46)の 範囲です。ワード数海の有効範囲は 1～ 64で す。

実行条件

入力 動作 出力 ERF

O F F 不実行 OFF

O N 正常実行 O N

変換データエラー (変換不実行) O F F O N

オペランド

名称 デバイス レジスタ 定数 インデ
ックスＸ Ｙ Ｓ Ｒ Ｔ Ｃ Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｓ

Ｗ

Ｒ

Ｗ

Ｔ Ｃ Ｄ | Ｊ Ｋ

沼 変換元 Ｏ ○ ○ ○ Ｏ ○ Ｏ ○ Ｏ ○

海 サイズ 1-64
ａ 格納先 ○ Ｏ ○ ○ ○ ○

実行例

H0123

H4567

H89AB

HCDEF

*変換元に無効データ (“0"～
“
F"以外)が ある場合には、変換は実行されす、出力 (R0022)OFF

となります。また、変換ワード数が奇数のときには、変換後の最終データの下位2桁 は不定となります。
必要に応じて偶数ワード数変換にして下さしヽ。
*オペランドAに インデックスレジスタまたは定数を使用した場合はn=1の み実行できます。
(n>1の ときはバウンダリーエラーとなり、実行しません。)

1 1 ユ
呂

口

: 二

上

{ コ
ロ 3 0 B   n 1 0 H  〔 口 8 〕 R W l 1 0 ] 一

一 一 ― ― ― ― ― ― ― 中 ― 一 一 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 一 一 一 一 一 一 ― ― ― ―

晋 予

二 一

|

RO021が ONの とき、D0300か らD0307の 8ワ ードのレジスタに保存されたASCII文
字 (16文 字)が 、4ワ ードの16進 データに変換され、RWl10以 降に格納されます。

D0300

D0301

D0302

D0303

D0304

D0305

D0306

D0307

F     8 7     0

1"(H31)
“
0"(H30)

“
3'(H33)

“
2"(H32)

“
5"(H35)

“
4"(H34)

“
7"(H37)

“
6"(H36)

“
9"(H39)

“
8'(H38)

“
B"(H42)

“
A"(H41)

“
D"(H44)

“
C"(H43)

F"(H46)
“
E"(H45)

RWl10

ASCil → HEX変 換 RWlll

RWl12

RWl1 3
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5。 10 サンプルプログラム

A.イ ンパ ータ (VF一 S7/S7e)制 御

TlSか ら通信を介して、東芝製インバータVF一 S7/S7eを 監視・制御するための通信プログ
ラムの例を示します。なお、VF一 S7/S7eの 通信機能詳細については、 「VF一 S7/S7e
通信機能説明書 (E6580661)」 を参照して下さい。

[構成例]

T l  S VF一S7

VF一S7e

RS485

RS4001 Zゴ

(RS485変 換ユニット)

(1)通 信ポートの設定

① リンクポート動作モード設定

特殊レジスタSW056に
"2"を
設定し、フリーポートモードを選択します。

(設定後EEPROM書 込みを行い、一度電源を再投入します。)

② 通信パラメータの設定
VF― S7/S7eの 設定に合わせて、TlS側 の通信パラメータ (ボーレート、データ長、
パリティ、ストップビット)の 設定を行います。
なお、VF一 S7/S7eの 出荷時設定は、以下の通りです。
ボーレート:9600bps(S7,□ 変)/1200bps(S7e,固 定)
データ長 : 8ビ ット (S7/S7e共 ,固 定)
パリティ : 偶数 (S7/S7e共 ,司 変)

TlS側 のストップビットの設定は、1ビ ットとして下さい。

③ 通信タイムアウトの設定 (インバータ側)
通信のみで制御を行う場合には、通信ケーブル断線等の通信異常時にインバータをトリップさ
せるために、通信タイムアウトの設定を行って下さい。VF一 S7/S7eの パラメータF803
に監視時間を設定します。
なお、基本的には、正転 (F)/逆 転 (R)指 令は、端子台入力を使用することを推奨します。
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(2)使 用通信コマンド

本サンプルプログラムでは、以下のVF一 S7/S7e通 信コマンド(通信番暑)を使用して

しヽます。なお、VF― S7/S7eの ステーション番号は01と して作成しています。

FE01   インパータステータス (読み出し)

FA00   コマンド (書き込み)一 正転/逆 転/停 止/リ セット

FA01   周波数指令値 (書き込み)

(3)TlSプ ログラム

以下に、TlSか ら通信を介して、VF二 S7/S7eの 状態モニタ、周波数、正転/逆 転指

令を与えるプログラム例を示します。
D0015i周 波数指令値 (0～ 6000,0.01Hz単 位)

R0000:正 転指令 (ONで 起動/OFFで 停止)

R00011逆 転指令 (ONで 起動/OFFで 停止)

R0019:ス テータス (正転中OFF/逆 転中ON)

R001A:ス テータス (停止中OFF/運 転中ON)

メインプログラム例

初期定数設定
送信レ      送信       リンク

|      ジスタ      先頭ア      ポTト
1      種別       ドレス      指定
|
21[ 00004 MOV D0000][ 00010 MOV D0001][ 00048 ‖OV D0002][ 00000 MOV D0003]
|
1      送信ワ      送信ス
十      一 ド数      テータス
|
|
31[ 00007 MOV D0004][ 00000 MOV D0005]―――――――――――――――――――――――――――――――――――

|
受信レ      受信
ジスタ      先頭ア
種別       ドレス

~ 
   41[00004 MOV D0010][00040 MOV D0011]十一一‐

受信ワ
ー ド数
256

受信デ
ータ長

51[ 00256 ‖OV D0012][ 00000 MOV D0013][ 00000 MOV D0014]―――――――――――――――――

運転   変化  運転   変化
指令   検知  指令   検知
周波   データ 周波   データ
数        数

[MCR]

周波
数
変化
有り
R0002

[D0015 〈〉  D0016][D0015  MOV D0016]―――――――――――――――――――――――――――――――( )―

周波数指定変化検知
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IR0000
81-IPl――['(01PFA00C400)   

' 
      ASC D0020]―――――+――――――――――――――――――――――□

|
1逆転
1指令
|
IR0001

|…IPI―['(01PFA00C600)'   ASC D0020]――キ

|
1正転
1指令
|
I R 0 0 0 0

|―INIキ['(01PFA00C000)'   ASC D0020]―――+

|
1逆転
1指令
|
I R 0 0 0 1

1正転
1指令
|

|  |
1伝送工|
|ラー リセ|
|ット  |
IR000FI
I-lPI―+

|
1周波
十数
1変化
1有り
IR0002

| ―I N I キ

|

コマンド
送信
エリア

コマンド
送信
エリア

コマンド
送信
エリア

コマンド
送信
エリア

|
|
|
|
|
|
|

コマンド |
送信   |
エリア  |

|
|

送信データフォーマット
作成

ステーション番暑 =01

FA00に 書き込み

“
0400":正転
“
0600":逆転
“
0000":停止

“
E000": リセット

周波数指定

FA00:周波数指令

D0015のデータ(周波数)
を ASCIIに 変換

|リセット
|コマンド
1送信
I R 0 0 0 3

|―IPl―+['(01PFA00E000)   
' 
      ASC D0020]―――――十

1-11キ ['(01PFA010000)'   ASC D0020]―――+

運転
指令
周波
数

|     十ED0015  HTOA (01) D0024]―
――――――=―_____―――+

|
エンド  エンド  コマンド     送信    |
コード  コード  動作中      先頭    |

|                                 アドレス  |
|                                    1終了コード(HOD)付力B
I[]――――[HOD00  0R   D0026  -〉  D0026][ SET R000D][ 00020 ‖OV D0017]――――――|
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|コマンド ステータス

1動作中  リー ド

1    指令

|

IR000D T.000

91-1/1-――1/1-―[00060  TO対  T000]['(01RFE01)       
' 
      ASC D00301-―――[]

ステータス

リード

データ

ステータスリード

フォーマット作成

FE01をリード

送信タイミング作成

データ送信

データ受信

エンド  エンド   ステータス    送信
コード  コード   リード      先頭

動作中      アドレス

□一―[HOD00 0R D0034 -〉 D0034][SET R000E][00030 MOV D0017]一―一1終 了コード(HOD)付加

|ステータスコマンド  送信    送信    送信

|リード 動作中   先頭    先頭     実行

1動作       ア ドレス  ア ドレス   中

1中
-          lR000E R000D

101-1/1-――| |―――IAI―+[D0017  ‖OV D0001][ SET R000A]――――――――――――――――――――――――|

|

|ステータス

| け―ド

1指令

IT.000

|―IPI―――――――――――――+

1送信  送信    送信ワ  リンク

1実行 レジスタ  ード数  ポート
1中  種別

IR000A

111-| |―+[D0000 XFER  D0004  -〉  D0002]―――――――――――――――――――――――r――――――――――――|

送信

ステータス

送信

実行

中

十[D0005   =  00001]― lvl――[ RST R000A]――――――――――――――――――――――――――――――|

1送信  リンク   受信ワ  受信
1実行  ポート   ー ド数   レジスタ

1中  指定    256   種別
|

IR000A

121-1/1-十[D0002 XFER  D0012  -〉  D0010]―――――――――――――――――――――――――――――――――――-1

|

1正常  受信

1動作  データ長

1中

|

IS0051
+―1/1-―[D0014 〈〉  00000]―――――――――――――――――――――――――――――――――――――( )――|

受信

完了

R0009
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1受信 コマンド コマンド    受信

1完了 動  送信    データ

1   作中 エリア

|

IR0009 R000D コマンド発行時の

131-||― ―||― [D0020 , D0040]D0022 = D0042][D0023 = D0043]―――日1受信データチェック

コマンド  リセット

動     コマンド

作中    送信

□――――[D0024   =  D0044][D0025   =  D0045][ RST R000D][ RST R0003]―
―――――|

1受信 ステータス ステータス   受信

1完了 リー ド リー ド  データ

1   動作  データ

1   中

IR0009 R000E

141-| |――-1 1-―[D0030  = D0040][D0032  = D0042][D0033  = D0043]――――□

ステータス

リード

動作

中

エラー|

コード

□
――――
[ RST R000E]ED0044  ATOH (02) RW001][D0041  AND  HFF00  

-〉  D0039]

|コマンド     伝送    コマンド  ステータス   送信    伝送

1動作       時間    動作    リード   実行    エラー|

1中        監視    中     動作    中     リセゥト |

ステータスリード発行時

の受信データチェック

|

IR000D

|
R000F I伝送異常発生時の

151-||キ [00300 TON T001][RST R000D][RST R000E][RST R000A]一――十()一 |リ セットコマンド

|  |

|ステータス|ステータス エラー

|リート
・
 |リード  コード

1動作 1動作

1中 1中

IR000EIR000E

送信タイミング作成

|―1 1-+―| |――ED0039   ・  29184]―――――――――――――――――――――――――――――――――――+

|

1伝送       運転    正転    逆転

|エラー      指令    指令    指令

|リセット     周波

十        数

十R000F リセット動作時、指令、

1 6 1 - | | ― [ 0 0 0 0 0 ‖ O V  D 0 0 1 5 ] [ R S T  R 0 0 0 0 ] [ R S T  R 0 0 0 1 ] 一

― 一 一 一 一 十 一 ― ― ― - 1 運

転 周 波 数 ク リ ア

|[EttD ]―
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――|

|                                                                         |

102





付

← 16進 数

上位4ビ ット→

０ 1 ２ ３ ４ ５ 6 ７ ８ ９ Ａ Ｂ C Ｄ Ｅ Ｆ

Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｏ ⑥ Ｐ ｐ

未
　
定
　
義

タ

未
　
定
　
圭識

1
Ｓ

Ｈ

Ｄ

‐
| Ａ Ｑ ａ ｑ ア チ ム

２
Ｓ

Ｘ

Ｄ

２
２ Ｂ Ｒ ｂ

r 「 イ ツ メ

３
Ｅ

Ｘ

Ｄ

３
ヤ ３ C Ｓ Ｃ Ｓ 」 ウ ア モ

４
Ｅ

Ｔ

Ｄ

４

Ｓ ４ Ｄ Ｔ ｄ t エ ト ヤ

５
Ｅ

Ｑ

Ｎ

Ｋ
％ ５ Ｅ Ｕ ｅ u オ ナ ユ

６
Ａ

Ｋ

Ｓ

Ｎ
＆ ６ Ｆ Ｖ f V ヲ カ ヨ

７
Ｂ

Ｌ

Ｅ

Ｂ

７ G Ｗ ｇ Ｗ ア キ ヌ ラ

８
Ｂ

Ｓ

Ｃ

Ｎ
( ８ Ｈ Ｘ ｈ Ｘ イ ク ネ

リ

０
Ｈ

Ｔ

Ｅ

Ｍ
) ９ | Ｙ , y ウ ケ ノ レ

Ａ
Ｌ

Ｆ

Ｓ

Ｂ
＊ Ｊ Ｚ

1 Ｚ エ コ レ

Ｂ
Ｈ

Ｍ

Ｅ

Ｃ
十 Ｋ [ ｋ t オ サ ヒ □

Ｃ
Ｃ

Ｌ
＜ Ｌ ￥ 1 ヤ シ フ ワ

Ｄ
Ｃ

Ｒ
Ｍ ] m } ユ ス ヘ ン

Ｅ
Ｓ

。
↑ ＞ Ｎ ｎ ヨ セ ホ

F
|

Ｓ
↓ / つ

・
Ｏ Ｏ ツ ソ マ

1. 」 iS8コ ード

下
位
４
ビ
ツ
ト
↓
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2. マルチドロップアダプタ仕様

TlSの プログラマポートをRS-485で 接続する場合に使用する変換アダプタです。

●一般仕様

項 目 仕様

コネクタ

形】犬

RS232C Din 8ピ ン

RS485 小型端子台6ピ ン

Ｔ

長

接続ケーブル 約 3 0 c m

絶縁 RS232C一 RS485間 非絶縁

電源 DC5V TlS本 体より供給

消費電流 75mA

外形寸法 幅30mm× 高さ90mm× 奥行き75mm(ケ ーフル・

突起物は含ます)

●伝送仕様

項目 仕様

伝送力式 RS232C準 拠 (TlS― CUlll間 )

RS485準 拠 (ホストーCUlll間 )

伝送距離 ケーブル長 約30cm(TlS― CUlll間 )

最大 lkm(ホ ストーCUlll間 )

伝送速度 ボーレート  :9600bps

符号構成 スタートビット:1(固 定)

データ長   :8ビ ット (固定)

パリティビット :あり (奇数)/な し…自動判別

ストップビット:1(固 定)
接続ステーション数 最大 32台

●伝送ケーブル仕様
コンピュータリンク (RS485)ケ ーブルは、下記相当品を使用してください。

(0。 9mmめ 以上、ツイストペアケープル、3対以上)

ケーブル型式 (相当品) 適用

C P E V一 S( C U ) 0 . 9 m mめ (短芯)×3対

規格 」CS- 2 2 4 - A

コンピュータリンク

CPEV― S(AN)O.9mmめ (短芯)×5対

昭不B電線電籠 (株)  標準CPEV(K)

コンピュータリンク

106
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●外観

(RS485端 子台)

「

―

ト

Ｉ

Ｊ

TXA

TXB

RXA

TRM

RXB

SG

CUlll

O  P O W E R

O 的

O 門

/Tl接

続ケープル ・コネクタ

状態表示用 LED

RS485端 子台

(LED表 示)

LED名 (色)(データカ向)
LED状 態

点灯 消灯

POWER Tlか らDC5V供 給正常 TlSか らのDC5V供 給無し

RXD(ホ スト→TlS) データ受信中 データ受信無
TXD(TlS→ ホスト) データ送信中 データ送信無

２

３

４

５

６

ピン 信号 備者
■

， 下XA Tl送 信データと同相の信号

２ TXB Tl送 信データと逆相の信暑
３ RXA Tl受 信データと同相の信号

４ TRM 伝送終端時にRXAと 接続

５ RXB Tl受 信データと逆相の信号

６ S G 信暑線のグランド
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Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

●外形寸法

●取り付け寸法

〇

．Ｏ
Ｏ

2-M3(穴 径は3.5め )

DINレ ー)じ着

(35mm)

＼`＼＼
 ネジ止め用金具
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●内部回路構成

TlSヘ

RS232Cト ランシーブヽ

内蔵終端抵抗R:1/2W120Ω
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